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使用法
ご使用の前に必ずお読みください。
正しくお使いいただくことでお使いになる方への危害および、財
産への損害を未然に防ぐことができます。安全のために以下の
警告事項、注意事項をお守りいただき、製品を安全にお使いくだ
さい。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管
してください。

「安全上のご注意」の絵表示

絵記号の意味

この記号は注意（警告を含む）しなければならない内容
であることを示しています。記号の中や近くに注意内容
が示されています。

例） 　「感電注意」を表す絵表示

この記号は禁止の行為（やってはいけないこと）を告げ
るものです。記号の中や近くに具体的な内容が書かれ
ています。

	 例） 　「分解禁止」を表す絵表示

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるもので
す。
記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。

例） 　「電源プラグを抜く」を表す絵表示

警告
この表示を無視して誤った取
り扱いをすると、死亡したり、
人体に多大な損傷を負う可能
性が想定される内容を示して
います。

注意
この表示を無視して誤った取
り扱いをすると、人が損傷を負
う可能性又は物的損害のみの
発生が想定される内容を示し
ています。
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使用法

禁止

本製品は以下のようなところ（環境）で使用および保管をしないで
ください。
故障の原因となることがあります。
●	保温性・保湿性の高い（じゅうたん・カーペット・スポンジ・ダン

ボール・発泡スチロールなど）場所での使用（保管時は問題
ありません）

●	湿気が多いところやホコリが多いところ
●	直射日光があたるところ
●	温湿度差の激しいところ
●	水気の多いところ（台所、浴室、水辺、海岸など）
●	腐食性ガス、油煙の中
●	静電気の影響が強いところ
●	熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒーター、コンロなど）
●	強い磁力電波の影響を受けるところ（磁石、ディスプレイ、ス

ピーカなどの近く）
●	振動や衝撃の加わる場所や傾いた場所

禁止

本製品は精密部品により構成されています。以下のことにご注意
ください。
●	落としたり、衝撃を加えない
●	本製品の上に飲み物などの液体や、クリップなどの小部品を

置かない
●	重いものを上にのせない
●	本製品のそばで飲食・喫煙などをしない

厳守

ケーブルは足などに引っ掛けないように、配線してください。足を
引っ掛けると、けがをしたり、接続機器の故障の原因になります。
また、ケーブルの上に重いものを載せないでください。じゅうたん
の下などに配線したときは気づかず重いものを載せてしまいがち
ですので十分注意してください。また、熱器具のそばに配線しない
でください。ケーブル被覆が溶けたり、破れたりし、接触不良など
の原因になります。

厳守

ほかの電子機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響をおよ
ぼし電波傷害をひきおこすことがあります。特に近くにテレビやラ
ジオなどがある場合、音声が乱れたり、画像が乱れたりする場合
があります。その場合は次のようにしてください。
●	テレビやラジオなどからできるだけ離してください。
●	テレビやラジオのアンテナの向きを変えてください。
●	コンセントを別に分けてください。

注意 
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厳守

長時間に渡って映像をみるばあいは一定の間隔で休憩をとってく
ださい。また部屋を真っ暗にすると目に疲労が蓄積されますので
部屋を適度に明るくしてご覧ください。

禁止

排気ファン動作中は電源ケーブルを抜かないでください。冷却ファ
ンの回転音が止まり、主電源をオフにしてから電源ケーブルを抜
いてください。

禁止

ランプモジュールのお取り扱い時は、手袋などをして素手ではさわ
らないようにしてください。ランプモジュールのプラスチック部分以外
は、絶対にさわらないでください。破損する恐れがあります。

厳守

ご使用直後はランプモジュール部分は大変高温になっています。
絶対に触れないでください。ランプモジュールの交換はご使用後１
時間程度放置し、余熱が完全に取れてから行ってください。やけど
の恐れがあります。

厳守

ランプモジュールを落とさないようご注意ください。ガラスが散り、け
がをする恐れがあります。

禁止

指定の電池（単4型乾電池）以外は使用しないでください。指定以外
の電池を使用した場合、故障の原因となります。

厳守

電池を使い終ったときや、長時間使用しない時は取り出してくださ
い。
電池を入れたままにしておくと、過放電により液が漏れ、けが、故
障などの原因となります。

厳守

取り付け時には、極性に十分注意して取り付けてください。（電池
には＋極と－極があります。）故障の原因となります。

注意

本製品を使用中にデータなどが紛失した場合でも、データなどの
保証は一切いたしかねます。故障に備えて定期的にバックアップ
をお取りください。
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使用法

警告 

厳守

煙がでている、へんなにおいがする、へんな音がするなどの異常
が発生したときはすぐに使用を中止してください。万一異常が発生
した場合は電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。そのまま使用すると、感電したり、火災の原因になります。

水濡れ禁止

本製品を濡らさないでください。水気の多い場所で使用しないでく
ださい。 お風呂場、台所、海岸・水辺での使用は火災・感電・故障
の原因となります。

厳守

本製品を設置するときは、他の機器、壁などから適当な間隔をと
ってください。内部に熱がこもり、火災の原因となることがありま
す。目安として10cm以上の空間を空けてください。

禁止

本製品は紙、布などの柔らかいものや軽いものの上に設置しない
でください。通気孔（レンズに向かって右側面と、背面）に吸いつい
て内部の温度が上昇し、火災の原因となることがあります。

禁止

本製品を使用するときは近くに燃えやすいものを置かないでくだ
さい。
火災の原因となることがあります。

厳守

温度差のある場所への移動するとき、表面や内部が結露すること
があります。結露した状態で使用すると、火災や感電の原因にな
ります。使用するところで電源を入れずにそのまま数時間放置し
てからお使いください。

分解禁止

改造・分解はしないでください。お客様により修理は行なわないで

ください。
火災や感電、やけど、動作不良の原因になります。	

禁止

本製品内部へ異物を入れないでください。金属類や燃えやすい物
などを入れないでください。火災や感電の原因になります。特に通
風孔には異物がはいらないよう注意してください。

禁止

ぶつけたり、落としたりして衝撃を与えないでください。そのまま使
用すると、火災や感電、故障の原因になります。

禁止

使用中はレンズをのぞかないでください。
レンズからは非常に強い光が発せられていて、目を痛める原因と
なりますので、絶対にのぞかないでください。
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使用法

禁止

本製品は下記のようなところで使用しないでください。
故障の原因になったり、思わぬ事故のもとになります。
●	ほこりの多いところ
● 振動や衝撃の加わるところ
● 不安定なところ
● 通気孔（レンズに向かって右側面と、背面）がふさがるとこ
● 温度差の激しいところ
● 水分や湿気の多いところ
● 温度が高いところ

禁止

使用中や使用後は排気孔（レンズのある面）およびその回り、設
置台が熱くなります。
やけどの原因になりますので、触らないでください。

厳守

ランプモジュールを交換するときは、必ず電源ケーブルをコンセン
トから抜いて行なってください。感電の原因となります。

禁止

ケーブルは付属のものを使用し、次のことに注意して取り扱ってく
ださい。取り扱いを誤ると、ケーブルが傷み、火災や感電の原因
になります。
●	引っ張ったり、折り曲げたりしない
● 圧力をかけたり、押しつけない、ものをのせない
● 加工しない
● 熱器具のそばで使わない

厳守

電源プラグはほこりが付着していないことを確認して使用してくだ
さい。接触不良で火災の原因になります。電源プラグは根本まで
しっかりさしてください。根本までさしてもゆるみがある場合は接続
しないでください。販売店や電気工事店に依頼し、コンセントを交
換してください。電源コンセントはたこ足配線、テーブルタップやコ
ンピューターなどの裏側の補助電源への接続をしないでください。

厳守

電源コードの抜き差しは必ずプラグ部分を持って行なってください。電源コード
を引っ張るとケーブルが傷み、火災の原因になります。電源プラグをコンセン
トから抜き差しするときは、濡れた手で行なわないで下さい。濡れた手で行うと
感電の原因になります。



7 日本語
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禁止

電池の液が漏れたときは、液に触れないでください。
●	電池の液が目にはいったり、体や皮膚につくと失明やけ	 が、炎

症の原因となります。液が目に入ったときは目をこすらず、すぐに
水道水などのきれいな水で充分に洗い、ただちに医師の診察を
受けてください。

●	液が体や衣服についたときすぐに水道水などのきれいな水で充
分洗い流してください。皮膚の炎症やけがの症状があるとき
は、医師に相談してください。

厳守

電池は小さなこどもの手の届かない場所に置いてください。電池は飲み込
むと、窒息したり、胃などに障害をおこしたりする原因になります。万一、飲
みこんだときは、ただちに医師に相談してください。

禁止

（＋）（－）を金属類で短絡させないでください。液が漏れたりして、けが
ややけどの原因となります。

厳守

電池から液が漏れたら、すぐに火気より遠ざけてください。漏れた液や
そこから発生する気体に引火して、発火・破裂の恐れがあります。

禁止

電池を火の中に入れたり、加熱・分解・改造・充電しないでください。ま
た、水で濡らさないでください。
液が漏れたりして、けがややけどの原因となります。

厳守

注意

発火注意

電源ケーブルを取り扱つかうときは以下のことにご注意ください。
●	電源ケーブルを無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない

でください。ケーブルを加工しないでください
●	電源ケーブルをコンセントから抜くときは、必ずプラグ部分を持

って抜いてください。ケーブルを引っ張ると、ケーブルが傷み、火
災・感電・故障の原因となります。

●	濡れた手で電源ケーブルのプラグをコンセントに接続したり抜い
たりしないでください。感電の原因となります。電源ケーブルがコ
ンセントに接続されているときには濡れた手で本体に触らないで
下さい。感電の原因となります。

●	電源ケーブルのプラグは根本までしっかり差し込んでください。ほ
こりが付着していないことを確認してからおこなってください。接触
不良で火災の原因となります。

厳守

本製品を使用する際は、接続するパソコンや周辺機器メーカ ーが指
示している警告、注意表示を厳守してください。
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使用法
設置場所について

本プロジェクタは200 wのランプを使用しており、内部が大変熱くなり
ます。以下の設置場所をお守りください。
●	風通しの良いところに設置してください。内部に熱がこもらぬ様、

充分注意し、通風孔（レンズに向かって右側面と背面）をふさぐこ
となく、充分な空気循環ができるようにしてください。

●	高温になる場所には設置しないでください。直射日光にあたる場
所や、熱器具（ストーブ、ヒーター、ホットカーペットなど）の近くに
設置しないでください。

●	屋内で使用してください。屋外で使用することを前提に設計されて
ません。故障の原因になります。

●	設置場所の強度が充分あるところに設置してください。高い場所
への設置時は、ぶつかったり、落下したりしないことを充分に注意
し、安全に設置してください。

●	油煙や腐食性のガスのあるところには設置しないでください。
●	振動や連続的な衝撃の加わるようなところには設置しないでください。

見る場所について

●	画面との距離を適度にとってご覧ください。
●	暗すぎる部屋は目を疲れさせるのでよくありません。適度な明るさ

の中でご覧ください。長時間見るときは適度に休憩をしてください。

お手入れについて

●	レンズや本体が汚れたときは乾いた柔らかくきれいな布等で軽く
拭いてください。汚れがひどいときは柔らかくきれいな布に水また
は中性洗剤を含ませて良く絞ってから軽く拭いてください。

●	水滴などがレンズについた場合はすぐに乾いた柔らかくきれいな
布等で拭いてください。そのまま使用すると、表示面が変色した
り、シミになったりする原因となります。また、水分がつくと故障の
原因となります。

●	清掃を行なうときは、かならず電源を切り、電源コードをコンセント
から抜いてください。

廃棄について

廃棄するときは、地方自治体が定める条例にしたがってください。



9 日本語

使用法
ランプの寿命について
●	本製品で使用しているランプモジュールには寿命があります。標

準約3,000時間になります。交換時期になると警告メッセージが画
面内に表示されます。ランプ交換のページの方法に従い、ランプ
モジュールを交換してください。

●	ランプは消耗品扱いです。
●	ランプモジュールの寿命はあくまで目安として提示されるもので、

この限りではない場合があります。あらかじめご了承ください。
●	ランプの寿命について

ランプは個々の特性により、大きく差がございます。また、ご使用
条件、環境、使用経過による劣化などにより、大きく寿命が異なる
場合があります。予め交換用ランプを準備しておく事をお奨めい
たします。

その他注意事項
●	保管時は高温多湿を避け、ほこりなどが進入しないよう保管して

下さい。
●	長期間使用しないときは、コンセントから電源プラグを抜いてくだ

さい。
●	持ち運びするときは、衝撃をあたえたり、雨に濡らしたりしないよ

う注意してください。
●	レンズは傷つき易いので硬い物でおしたり、こすったり、たたいた

りしないでください。また、強い圧力をレンズおよび周囲に与えな
いで下さい。破損の恐れがあります。

●	やむを得ず宅配便などで郵送する際は、オプションの専用ハード
ケースを利用するか、購入時のダンボールとクッションをお使い
することをおすすめします。

●	Microsoft、Windows、Windows NT、Windows Me、Windows 2000
、Windows XP、Windows VISTAは米国マイクロソフトコーポレーシ
ョンの米国およびその他の国における登録商標です。

●	本書の内容の一部または全部を無断転載することはかたくお断
りいたします。

●	本書の内容については、将来予告なしに変更するばあいがあり
ます。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（VCCI）の基準に基づくクラスＢ情報技術装置で
す。この装置は、家庭環境で使用することを目的と
していますが、この装置がラジオやテビジョン受信
機に近接して使用されると、受信障害を引き起こす

ことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。
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正三角形内部の矢印の付いた稲妻は、製品の筐体内部に感電の恐れのある、
絶縁されていない「危険な電圧」が相当な規模 で存在していることをユーザ
ーに警告するものです。

正三角形内部の感嘆符は、機器に付属するマニュアルに、重要な操作および
メンテナンス(修理点検法など)に関する指示があることをユーザーに警告す
るものです。

警告: 火災および感電の恐れがあるため、本機器を雨や湿気にさらさないでください。
筐体内部には、危険な高電圧が存在します。キャビネットを開けないでください。開ける
ときは、専門技術者にご依頼ください。

クラスB放出限度
当クラスＢデジタル機器はカナダ電波障害発生機器規約の全ての条件を満たし
ています。

安全に関するご注意
1. 通気孔を塞がないでください。プロジェクタを過熱から守り、正常な動作を保
つため、通気孔を塞がないような場所に設置してください。飲み物等が置か
れたコーヒーテーブルや、ソファ、ベッドにプロジェクタを置かないでくださ
い。また、本棚、戸棚など風通しの悪い狭い場所に置かないでください。

2. プロジェクタは、水気や湿気のあるところで使用しないでください。火事や感
電のリスクがありますので、プロジェクタを雨や湿気にさらさないでくださ
い。

3. ラジエータ、ヒーター、ストーブまたは熱を発生するその他の機器(アンプを
含む)など、熱源のそばに設置しないでください。

4. 乾いた布で拭いてください。
5. メーカー指定の付属品/アクセサリーのみをご使用ください。
6. 物理的に破損している、または乱用された痕跡のある装置は使用しないでく
ださい。物理的なダメージや酷使とは以下の通りです（ただしこれらに限定
されません）：
装置を落とした。 -
電源装置のコードまたはプラグが壊れている。 -
プロジェクタに液体をこぼした。 -
プロジェクタを、雨や湿気にさらしてしまった。 -
プロジェクタ内部に何らかの異物を落とした。または、内部で何かが緩ん -
でいる音がする。

お客様自身でこのプロジェクタを修理しないでください。カバーを開けたり取
り外したりすると、危険な電圧やその他の危険にさらされます。本機を修理
に出す前に、Optoma社グローバルオフィスにお電話ください。

7. プロジェクタ内部に、異物や液体が入らないよう、ご注意ください。危険な電
圧部分に触れて、部品がショートしたり、火災、感電を引き起こす原因になり
ます。

8. 安全に関係するマーキングについては、プロジェクタの筐体をご覧ください。
9. 本機の修理は、適切なサービススタッフだけに依頼してください。

安全情報
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使用法

この取扱説明書で推奨されたすべての警告、安全上のご
注意およびメンテナンスの指示に従ってください。

ランプが寿命に �
達すると、ランプ
モジュールを交
換するまでプロジ
ェクタの電源は入
りません。「ランプ
の交換」に記載の
手順に従ってラン
プを交換してくだ
さい。

▀■ 警告- ランプ点灯中は、プロジェクタレンズをのぞいては
いけません。強力な光線により、視力障害を引き起
こす恐れがあります。

▀■ 警告- 火災や感電の原因となるため、本プロジェクタを雨
や湿気にさらさないようにしてください。

▀■ 警告- プロジェクタのカバーを外したり、本体を分解した
りしないでください。感電の原因になります。

▀■ 警告- ランプを交換する際は、ユニットの熱が冷めるまで
お待ちください。

▀■ 警告- 本プロジェクタは、ランプの寿命を自動的に検知し
ます。警告メッセージが表示されたら、必ずランプ
を交換してください。

▀■ 警告- ランプ モジュールを交換した場合は、オン スクリ
ーン 表示の [オプション|ランプ設定] にある [ラン
プリセット] 機能を使用してリセットします。

▀■ 警告- プロジェクタの電源を切るときは、冷却サイクルが
完了したことを確認してから、電源コードを抜いて
ください。プロジェクタは、少なくとも90秒間、放熱
させてください。

▀■ 警告- プロジェクタの動作中に、レンズキャップを取り付
けないでください。

▀■ 警告- ランプの寿命が近づくと、「ランプを交換してくださ
い」というメッセージが画面上に表示されます。で
きるだけ速やかに、最寄りの販売店またはサービ
スセンターに連絡して、ランプを交換してください。

NOTE

事前注意
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使用法
推奨事項 ：

本体のスイッチをオフにして、電源プラグをコンセントから抜いてか �
ら、本機をクリーニングしてください。
ディスプレーの筺体を洗浄する際は、中性洗剤と柔らかい乾いた布 �
をご使用ください。
本機を長時間使用しない場合は、電源プラグをコンセントから抜い �
てください。

禁止事項 ：

本体の通気用のスロットや開口部を塞がないでください。 �
当機器を研磨剤、ワックス、溶剤で洗浄しないでください。 �
以下のような環境下では使用しないでください: �
極端に気温の高い、低い、あるいは湿気の多い場所。 -
室温が5 ` °C～40°C の範囲に保たれていることを確認します。
相対湿度は10%～85%の範囲です。 `

大量のほこりや汚れにさらされる場所。 -
強い磁場が集まる装置の傍に置く。 -
直射日光の当たる場所。 -

3D機能を用いて3Dプロジェクタを見る

重要な安全情報。ご自身で、又はお子様が3D機能を使用される前に、以下の警告
をお読みください。

警告
幼児及び10代の方は3D鑑賞に関連する健康問題により影響を受け �
やすくなっています。よって、これらの画像を見る際は十分にご注意
ください。

光感受性発作の警告及びその他健康面におけるリスク
プロジェクタの画像やビデオゲームに含まれる点滅画面やライトに �
曝されると、一部視聴者はてんかん症状や発作を起こす恐れがあり
ます。そのような症状が発生した場合又はてんかんや発作の家族歴
がある場合、3D機能をご使用いただく前に、医療専門家にご相談く
ださい。
てんかんや発作の個人歴又は家族歴がない方でも、光感受性てんか �
ん発作を引き起こす診断未確定症状が現れる場合があります。
妊婦、高齢者、重症患者、不眠症患者やアルコール依存症の方は、当 �
装置の3D機能のご使用はお控えください。
以下の症状を経験されたことがある方は、ただちに3D画像の鑑賞を �



13 日本語

使用法
中止し、医療専門家にお問い合わせください:(1) 視覚の変化、(2) 軽
い頭痛、(3) 眩暈、(4)眼や筋肉の引き攣りといった無意識の動作、(5)
混乱状態、(6)吐き気、(7) 意識喪失、 (8)痙攣、 (9)急激な腹痛、及び（
又は）(10) 見当識障害。幼児及び10代の方は大人よりこれらの症状
が出やすいとされています。ご両親はお子様を監督され、これらの症
状が出ていないかお尋ねください。
3D投射の鑑賞はまた、吐き気、知覚後遺症、見当識障害、眼精疲労、 �
姿勢の安定性減少をもたらす恐れがあります。ユーザーはこれらの
影響の可能性を削減するために、頻繁に休憩を取ることが推奨され
ます。目に疲労や乾き、又は上記のどれか症状が出現した場合、ただ
ちに当機器のご使用を中止いただき、症状が落ち着いてから最低30
分はご使用をお控えください。
長時間、かなり画面の近くに座って 3D 投射を鑑賞すると、視力にダ �
メージを与える恐れがあります。理想的な鑑賞距離は、画面高さの最
低3倍の距離となっています。また視聴者の目の位置が画面の高さ
にあることが推奨されます。
3D眼鏡をかけながらの長時間にわたる3D投射の鑑賞は、頭痛や疲 �
労を引き起こす恐れがあります。頭痛、疲労や眩暈を感じた場合、3D
投射の鑑賞を中止し、休憩してください。
3D投射の鑑賞以外の目的での3D眼鏡のご使用はお止めください。 �
その他目的（通常の眼鏡、サングラス、保護ゴーグルなど）のための
3D眼鏡の着用は、肉体的傷害を引き起こしたり、視力の低下をもた
らす恐れがあります。
3D投射の鑑賞は、一部視聴者において見当識障害を引き起こす恐 �
れがあります。よって、広い階段の吹き抜け、ケーブル、バルコニーや
その他転んだり、衝突したり、倒れたり、壊れたり、落ちたりする可能
性がある場所の傍に3Dプロジェクタを設置しないでください。
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使用法

▀■ 常にプロジェクタの光線をまっすぐ見つめたり、光線の方角
に直接向くことは避けてください。できる限り光線には背を
向けるようにしてください。

▀■ プロジェクタを教室で使用する際に、画面上の何かを指し示
すことを学生に求める場合は、適切に指導してください。

▀■ ランプの消費電力を最小限に抑えるために、部屋のブライン
ドを下ろして周辺光のレベルを下げてください。

目の安全に関する警告
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はじめに

文書: 

 保証書
  クイック スタート カ
ード

 WEEE カード  
 (EMEA 専用)

付属品はお住まい �
の国や地域によっ
て異なる場合があり
ます。

電源コード 1.8m

IR リモコン単 4 電池(2本)

レンズ キャップ付プロジェクタ 

POWER

SOURCE

箱を開け、中身をよく確認し、以下の付属品がすべて入っている
かどうかお確かめください。万が一不足品がある場合は、Optoma 
カスタマーサービスまでお問合せください。

パッケージの概要

	 電源コードについて注意事項：
1. 必ずアース接続を行ってください。
2. アース接続は必ず電源プラグを電源につなぐ前に行って下
さい。また、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを切り
離してから行って下さい。

3. 本製品付属電源ケープルは日本国内仕様(AC100V)になりま
すので、海外での使用できません。
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はじめに
製品の各部名称

換気(排気口)1. 
換気(吸気口)2. 
フォーカス リング3. 
ズーム リング4. 
赤外線レシーバー5. 
コントロールパネル6. 

レンズ7. 
チルト調整フット8. 
セキュリティ バー9. 
入/出力 接続端子10. 
電源ソケット11. 

VGA2-IN/YPbPr

VIDEO

3D SYNCOut(5V)

AUDIO
OUT

RS-232C

AUDIO2-IN(VIDEO)

AUDIO1-IN(VGA    1/2)

MOUSE/SERVICE

HDMI 1
HDMI 2

VGA1-IN/YPbPr/
VGA-OUT

POWER

SOURCE

910 8

POWER

SOURCE

85 7

65

11

本体

インターフェース �
はモデルの仕様に
より異なります。
プロジェクタの換 �
気口 (吸気/排気) 
を塞がないでくだ
さい。

24211 3
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はじめに

POWER

8

62 4 53

7 11109

1 12

AV 消音1. 
メニュー2. 
ソース3. 
入力する4. 
再同期5. 
電源6. 
キーストーン補正7. 
4方向選択キー8. 
オン/スタンバイ LED 9. 
ランプ インジケータ LED 10. 
温度インジケータ LED11. 
IRレシーバー設定12. 

コントロール パネル
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はじめに

VGA2-IN/YPbPr

VIDEO 3D SYNC
Out(5V)

AUDIO
OUT

RS-232C

AUDIO2-IN
(VIDEO)

AUDIO1-IN
(VGA    1/2)

MOUSE/
SERVICE

HDMI 1 HDMI 2

VGA1-IN/YPbPr/ VGA-OUT

入/出力 接続端子

ファームウェアアップグレード用の USB サービス1. 
HDMI 1 コネクタ (v1.4a 3D のサポート)2. 
HDMI 2 コネクタ (v1.4a 3D のサポート)3. 
コンポジット ビデオ入力端子4. 
�5.	 VGA1-In/YPbPr/  端子
VGA 出力端子 (モニタ ループスルー出力)6. 
VGA1/VGA2 用Audio1入力(3.5mm ミニジャック) 7. 
音声出力端子 （3.5mm ミニジャック） 8. 
3D同期出力（5V）9. 
電源ソケット10. 
�11.	 VGA2-In/YPbPr  コネクタ  
（PC アナログ信号/コンポーネントビデオ入力/HDTV/YPbPr
用） 
RS-232 コネクタ(9 ピン)12. 
ビデオ用Audio2入力(3.5mm ミニジャック) 13. 
Kensington14. TM ロック ポート
セキュリティ バー15. 

9764

11 14 1510

1

12 13

5 82 3

モニタループス �
ルーはVGA1-In/
YPbPr でのみサ
ポートされます。
インターフェース �
はモデルの仕様に
より異なります。
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はじめに
リモコン

電源オン1. 
電源オフ2. 
16:93. 
ネーティブ4. 
γ5. 
3D映像フォーマット6. 
Vol+/-7. 
入力する8. 
再同期9. 
VGA1 ソース10. 
ビデオソース11. 
HDMI2 ソース12. 
VGA2 ソース13. 
HDMI1 ソース14. 
メニュー15. 
4方向選択キー 16. 
ソース17. 
ランプモード18. 
コントラスト19. 
輝度20. 
LBX21. 
4:322. 
モード23. 

1

2

3

4

5

6

10

11

14

19

20

21

13

22

23

12

8

917

15

18
7

7

タイプ A

16

リモートはモデル �
の仕様により異なり
ます。
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設置方法

コンピュータ / ノートパソコンへの接続

プロジェクタへの接続

VGA2-IN/YPbPr

VIDEO 3D SYNC
Out(5V)

AUDIO
OUT

RS-232C

AUDIO2-IN
(VIDEO)

AUDIO1-IN
(VGA    1/2)

MOUSE/
SERVICE

HDMI 1 HDMI 2

VGA1-IN/YPbPr/ VGA-OUT

MOLEX

molex

E6
24
05
SP

R

1

2 3 5

1......................................................................................................電源コード
2............................................................. *USB ケーブル (マウスコントロール)
3...................................................................................... *DVI/HDMI ケーブル
4...............................................................................................*VGA ケーブル
5........................................................................................*VGA 出力ケーブル
6................................................................................. *3D エミッターケーブル
7........................................................................................... *RS232 ケーブル
8............................................................................... *オーディオ入力ケーブル 
9.........................................................................................*音声出力ケーブル 

付属品は、お住まい �
の国や地域によっ
て異なる場合があり
ます。
(*) オプションアク �
セサリ 

7

6

4

8
9

音声出力

3D眼鏡
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設置方法

VGA2-IN/YPbPr

VIDEO 3D SYNC
Out(5V)

AUDIO
OUT

RS-232C

AUDIO2-IN
(VIDEO)

AUDIO1-IN
(VGA    1/2)

MOUSE/
SERVICE

HDMI 1 HDMI 2

VGA1-IN/YPbPr/ VGA-OUT

E6
24
05
SP

R

ビデオソースへの接続

1......................................................................................................電源コード
2............................................................................................. *HDMI ケーブル
3................................................................... *3 RCA コンポーネント ケーブル
4.......................................................................................*VGA/RCA アダプタ
5.................................................................................. *SCART/VGA アダプタ
6...............................................................................................*VGA ケーブル
7...................................................................................... *VGA/RCA ケーブル
8........................................................................ *音声ケーブル ジャック / RCA
9.........................................................................................*音声出力ケーブル 
10............................................................................... *3D エミッターケーブル
11. .................................................................... *コンポジット ビデオ ケーブル

コンポジット ビデオ 
出力端子

DVD プレーヤー、 
セット トップ ボックス、HDTV レシーバー

1

2 3 7

5

付属品は、お住ま �
いの国や地域によ
って異なる場合が
あります。
3D エミッターと  �
3D 眼鏡への接続
の詳細について
は、それぞれのユ
ーザーガイドを参
照してください。
Blue-ray 3D プレ �
ーヤーを接続する
には、HDMI ケー
ブルを使用してく
ださい。
(*) オプションアク �
セサリ

音声出力

6 8
3D眼鏡

4

9

10

11 8
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設置方法
3D ビデオデバイスへの接続

3Dビデオソース機 �
器は、3Dプロジェ
クタの前に、必ず
電源を入れてくだ
さい。

入力ビデオが通常 �
の2Dの場合、[自
動]にするために
[3D映像フォーマ
ット]を押し[オフ]
に切り替えてくだ
さい。
[SBSモード]が �
作動している場
合、2Dビデオの内
容は正しく表示さ
れません。

NOTE

NOTE 図のようにHDMIケーブルと機器を接続した場合、使用準備完了
となります。3D ビデオソースと 3D プロジェクタの電源をオンに
します。

プレイステーション® 3つのゲーム
最新ソフトウェアバージョン向けにコンソールをアップデートされたか、ご確 y
認ください。
[設定メニュー -> 表示設定-> ビデオ出力-> HDMI]へお進みください。[自動] y
を選択し、画面上の指示に従ってください。
3Dゲームのディスクを挿入ください。または、プレイステーション y ®ネットワー
ク経由でゲームをダウンロード（及び3Dのアップデート）することができます。
ネットワーク ゲームのスタート。ゲームメニューで[3Dを起動]を選択くださ y
い。

Blu-ray 3D™ プレーヤー
ご自身のプレーヤーが3D Blu-ray™ディスクに対応し、3D出力が可能か、ご y
確認ください。
3D Blu-ray™ディスクをプレーヤーに挿入し、[プレイ]を押してください。 y

3D TV (例、SKY 3D、DirecTV)
ご自身のチャンネルパッケージにおいて、3Dチャンネルがあるかどうか、TV y
プログラムサービスプロバイダーにお問い合わせください。
使用可能となった場合、3Dチャンネルに切り替えてください。 y
並行する2つの画像が出現します。 y
3D プロジェクタの[SBS モード]に切り替えます。当オプションは、プロジェク y
タOSDメニューの[ディスプレー]セクションにあります。

2D 1080iサイドバイサイド信号出力を伴う3D 機器(例、3D DV/DC)
3D機器に接続し、2D サイドバイサイド出力を伴う 3D コンテンツから 3D プ y
ロジェクタに切り替えてください。
並行する2つの画像が出現します。 -

3D プロジェクタの[SBS モード]に切り替えます。当オプションは、プロジェク y
タOSDメニューの[ディスプレー]セクションにあります。

HDMI 1.4a ソース (例、3D Blu-ray) から 3D コンテンツを鑑賞する場合、常に 3D 
眼鏡を同期する必要があります。HDMI 1.3 ソースから 3D コンテンツ (例、SBS 
モードを使用する 3D 放送) を鑑賞している場合、3D を最適化するために、プロ
ジェクタの 3D 同期反転オプションを使用する必要があります。当オプションは、
プロジェクタOSDメニューの[ディスプレー ->3D]セクションにあります。
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設置方法

3D放送 3D Blu-ray™ディスク 3Dコンソールゲーム

SKY+HD、ケーブル/衛星
ボックス 3D Blu-ray™プレーヤー

プレイステーション® 3

3D眼鏡

フル3D 1080p DLP® プロジェクタ

POWER

SOURCE
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設置方法

3D眼鏡をオンにする:[電源]ボタンを押すと、LEDが一度点滅し、眼鏡が3D モ1. 
ード用になったことを知らせます。
3D接続の検証がプロジェクタに送られ、信号がプロジェクタの仕様に対応し2. 
ます。
[3D モード](DLP-Link/VESA 3D - 使用している眼鏡のタイプによって異なり3. 
ます)をオンにします。当オプションは、プロジェクタOSDメニューの[ディスプ
レー]セクションにあります。
3D 眼鏡をオンにすると、眼の疲れなしの3Dで検証画像が表示されます。4. 
3Dで画像が表示されない場合、3D 画像が送信されているかどうか、3D機器5. 
設定をよくお確かめください。または、入力信号が2D 1080iサイドバイサイド
の際、[SBSモード]がオンとなっているかお確かめの上、上述の1～4のステッ
プを再試行してください。
最高の 3D を体験するたには、プロジェクタの「3D 同期反転」オプションを使6. 
用する必要があります。当オプションは、プロジェクタOSDメニューの[ディス
プレー]セクションにあります。
3D眼鏡をオフにする:LEDスイッチがオフになるまで、[電源]ボタンを押し続7. 
けてください。
設定についての更なる情報につきましては、3D眼鏡ユーザーガイドまたはメ8. 
ーカーサイトをご参照ください。

3D眼鏡の使用
更に詳細の情報に �
つきましては、3D
眼鏡ユーザーガ
イドをご参照くだ
さい。

NOTE
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設置方法

POWER

SOURCE

プロジェクタの電源オン/オフ

まず、プロジェクタ �
の電源を入れた後、
信号ソースを選択し
ます。

プロジェクタの電源オン
1. レンズ キャップを取り外します。
2. 電源コードと信号ケーブルをしっかりと接続します。接続が済む
と、オン/スタンバイ LED が黄色く点灯します。

3. プロジェクタ上部またはリモコンの [ ] ボタンを押して、ランプ
の電源を入れます。オン/スタンバイ LED が緑に点灯します。

 起動画面は約 10 秒後に表示されます。プロジェクタを初めて
使用するとき、使用言語と省電力モードを選択するように求め
られます。

4. スクリーンに表示させたい（コンピュータ、ノート パソコン、ビ
デオ プレーヤーなど）ソースの電源を入れて、接続します。プロ
ジェクタは 自動的にソースを検出します。検出されない場合、 
[メニュー] ボタンを押して、[オプション] を開きます。 
[ソースロック] が [オフ] になっていることを確認します。

 複数のソースを同時に接続している場合は、コントロール パネ
ルの [ソース] ボタンを押すか、またはリモコンの [ソース] ボタ
ンを押すと、入力を切り換えることができます。

POWER

レンズキャップ1

電源 2

電源モード (スタン �
バイ)がエコ (<0.5W) 
に設定されていると
き、プロジェクタが
スタンバイに入ると 
VGA 出力と音声パ
ススルーは無効にな
ります。
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設置方法
プロジェクタの電源を切る

1.  リモコンまたはコントロールパネルの [ ] ボタ
ンを押して、プロジェクタの電源をオフにします。
画面上に次のメッセージが表示されます。

電源オフ?

電源キーを再び押す。

  [ ] ボタンを再び押して確認します。ボタンを押さない場
合、15 秒後にメッセージが消えます。2 回目に [ ] ボタンを
押すと、プロジェクタはシャットダウンします。

2. 冷却ファンは約10秒間作動し続けて冷却を行うと、オン/
スタンバイLEDが緑に点滅します。オン/スタンバイLED
が黄色に点灯すると、プロジェクタはスタンバイモードに
入っています。

 プロジェクタの電源を再び入れたい場合、プロジェクタが冷
却サイクルを終了して、スタンバイモードに入るのを待つ必
要があります。スタンバイモード中は、[ ] ボタンを押すだけ
でプロジェクタを立ち上げることができます。

3. 電源コードをコンセントおよびプロジェクタから抜きます。
4. 電源を切った直後は、プロジェクタの電源を入れないでくだ
さい。
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設置方法

このような症状が �
見られる場合は、
最寄りのサービス
センターまでご連
絡ください。詳細
は、70～71ページを
参照してください。

警告インジケータ
警告インジケータ（以下を参照）がオンになると、プロジェクタは
自動的にシャットダウンします:
 

 [ランプ] LED インジケータが赤く点灯し、[オン/スタンバ
イ] インジケータが黄色に点滅している場合。

 [ランプ] LED インジケータが赤く点灯し、[オン/スタンバ
イ] インジケータが黄色に点滅している場合。この状態は、プ
ロジェクタが過熱していることを示しています。標準の条件下
になると、プロジェクタのスイッチをオンにすることができま
す。

 [温度] LED インジケータが赤く点滅し、[オン/スタンバイ]  
インジケータが黄色に点滅している場合。

 

 プロジェクタから電源コードを抜き、30秒後に再試行します。警
告インジケータが再び点灯したら、最寄りのサービスセンターに
連絡して対処法をお尋ねください。
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設置方法
投射画像の調整
プロジェクタの高さを調整する 

本プロジェクタには、投射映像の高さを調整するためのチ
ルト調整フットがあります。

1. プロジェクタの底面にある、チルト調整フットを 確認してく
ださい。

2. 調整リングを時計周りに回すとプロジェクタの高さが低くな
り、反時計周りに回すと高さが高くなります。必要に応じて、
残りの足についてもこの手順を繰り返します。

チルト調整フット

チルト調整リング
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設置方法
プロジェクタのズーム/フォーカスを調整する

ズーム リングを回してズームイン/ズームアウトします。映像のピン
トを調節するには、くっきりした映像が表示されるように、フォーカ
ス リングを回します。

 本プロジェクタは、1.5 ～ 10.0 メートル の距離内でピントを合
わせることができます。

POWER

?

ズーム リング

プロジェクタの画面サイズの調整
 0.96～7.65 メートルの範囲の投射画像サイズ。

D

D

フォーカス リング
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設置方法

 上表は参考データです。

16:9 画面の対
角長さ (インチ)

画面サイズ幅 x 高さ プロジェクションの距離（D）
オフセット(Hd)

(m) (インチ) (m) (フィート)

幅 高さ 幅 高さ 幅 テレ 幅 テレ (m) (フィート)

37.6 0.83 0.47 32.8 18.4 - 1.5 - 4.92 0.07 0.25 

40.0 0.89 0.50 35.0 19.6 1.3 1.6 4.36 5.22 0.08 0.26 

60.0 1.33 0.76 52.4 29.8 2.0 2.4 6.53 7.84 0.12 0.40 

70.0 1.55 0.87 61.0 34.3 2.3 2.8 7.62 9.15 0.14 0.46 

80.0 1.77 1.00 69.7 39.4 2.7 3.2 8.71 10.46 0.16 0.52 

90.0 1.99 1.12 78.3 44.1 3.0 3.6 9.80 11.76 0.18 0.59 

100.0 2.21 1.25 87.0 49.2 3.3 4.0 10.89 13.07 0.20 0.66 

120.0 2.66 1.49 104.7 58.7 4.0 4.8 13.07 15.68 0.24 0.78 

150.0 3.32 1.87 130.7 73.6 5.0 6.0 16.34 19.60 0.30 0.98 

180.0 3.98 2.24 156.7 88.2 6.0 7.2 19.60 23.53 0.36 1.18 

250.0 5.53 3.11 217.7 122.4 8.3 10.0 27.23 32.68 0.50 1.63 

301.1 6.67 3.75 262.4 147.6 10.0 - 32.80 - 0.60 1.97 
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ユーザー管理

コントロール パネルのボタン

電源 25～26ページの「プロジェクタの電源オン/オフ」を参照
してください。

再同期 プロジェクタが自動的に入力ソースと同期します。

入力する 選択した項目を確定します。

ソース [ソース] を押して入力信号を選択します。

メニュー
[メニュー] を押してオンスクリーン (OSD) メニューを
起動します。OSD を終了するには、もう一度 [メニュー] 
を押します。

AV 消音 一時的に音声と画像のオン/オフを切り換えることがで
きます。

4方向選択キー    を使用して項目を選択するか、選択に合わ
せて調整を行います。

キーストン
  を使用して、プロジェクタを斜め方向から投

射することにより生じる、画像のゆがみを調整します。 
(±40 度)

ランプ インジ
ケータ LED プロジェクタのランプのステータスを表示します。

温度インジケー
タ LED プロジェクタの温度ステータスを表示します。

オン/スタンバ
イ LED プロジェクタの状態を表示します。

コントロールパネル

コントロール パネルおよびリモコン

POWER
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ユーザー管理
リモコン

リモコンのボタン

電源オン 25ページの「電源オン」を参照してください。

電源オフ 25～26ページの「プロジェクタの電源オン/オ
フ」を参照してください。

ランプモード 画像の輝度を上げたり下げたりします。(53ペー
ジを参照してください)

モード
さまざまなアプリケーションの最適設定を行
う場合、ディスプレーモードを選択してくださ
い。(37ページを参照してください)

4:3 4:3 (1440x1080) のアスペクト比でイメージを
拡大縮小します。

16:9 16:9 (1920x1080) のアスペクト比でイメージを
拡大縮小します。

LBX

全画面幅でアナモルフィックに拡張されたムー
ビーをレターボックス付きで表示します。イメー
ジのアスペクト比が2.35:1以下の場合、元のイ
メージが一部失われます。

ネーティブ 入力ソースは、拡大縮小せずに表示されます。

γ γカーブタイプを設定します。

輝度 画像の輝度を調整します。

コントラスト 映像の最暗部（黒）と最明部（白）の差の度合い
を調整します。

3D映像フォー
マット

3Dコンテンツに一致する3D モードを手動で選
択します。

Vol+ / Vol - 音量の増減を調整します。

タイプ A
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ユーザー管理

リモコンのボタン

入力する 選択した項目を確定します。

ソース [ソース]を押して入力信号を選択します。

再同期 プロジェクタが自動的に入力ソースと同期
します。

メニュー プロジェクタのオンスクリーン表示メニュー
を表示したり終了したりします。

HDMI1 [HDMI 1]を押して
HDMI 1 コネクタからソースを選択します。

HDMI2 [HDMI 2]を押して
HDMI 2 コネクタからソースを選択します。

VGA1 [VGA1]を押して VGA1-In/YPbPr/  コネク
タからソースを選択します。

VGA2 [VGA2]を押して VGA2-In/YPbPr コネクタ
からソースを選択します。

ビデオ [ビデオ] を押してコンポジット ビデオ ソー
スを選択します。

4 方向選択
キー

   を使用して項目を選択するか、
選択に合わせて調整を行います。

タイプ A
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ユーザー管理

ディスプレーモード

輝度

コントラスト

シャープネス

カラー

色合い

詳細

フォト

イメージ

サブ メニュー 設定

メイン メニュー

本プロジェクタでは、多言語対応オンスクリーン メニューを使っ
て、画像調整やさまざまな設定の変更を行うことができます。プ
ロジェクタは、ソースを自動的に検出します。

操作方法
1. OSDメニューを開くには、リモコンまたはコントロールパネルの [メ
ニュー] ボタンを押します。

2 OSDが表示されたら、◄► キーを使ってメインメニューの任意の項
目を選択します。特定のページを選択し、▼ または [入力する] キー
を押してサブ メニューへ進みます。

3. ▲▼ キーを使ってサブメニューで希望のアイテムを選択し、► また
は[入力する]キーを押して詳細設定を表示します。◄► キーによって
設定を調整します。

4. サブ メニューから次に調整したい項目を選択し、上記手順と同様に
設定を調整します。

5. [入力する]または[メニュー]ボタンを押すと設定が確定し、スクリーン
はメインメニューに戻ります。

6. 終了するには、もう一度[メニュー]ボタンを押します。オンスクリーン
メニューが終了し、プロジェクタは自動的に新しい設定を保存しま
す。

オンスクリーンディスプレーメニュー（OSD）
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ユーザー管理
メニュー ツリー（階層）

  

 
γ

DynamicBlack

 (VGA)

 ( )

3D → 2D 3D / L / R 
3D

/3D   

/

#1

#1

BrilliantColor™

4:3

DLP 

#2

#2

Frame Sequential
Top and BottomSide By Side /  /  / 

/

3D 3D 

/  / /
3D  /

 /  /  / 

 /  / 
 /  / 

 /  / 

 /  / 

 /  / 
 /  /  / 

YUV
RGB (16-235)RGB (0-255) /  / 

LBX16:9 /  /  /  / 

VESA 3D / 

 / 
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ユーザー管理

オンスクリーンディスプレー(OSD)メニューは、選択した信号タイプと使用中 �
のプロジェクタモデルによって変わります。
( � #1) [カラー]と[色合い]は、ビデオ モードでのみサポートされます。
( � #2) [3D同期反転]は、3Dが有効になっているときのみ使用できます。

/

SRS

/

 ID

/

VGA1 / VGA2 /  / HDMI1/ HDMI2
/
/
/
/ 

/IR

/

/  
( )

 ( )
 ( )

  

/
/

 / 

 /  / 

 / Audio1 / Audio2

 / CC1 / CC2

 /  / 

 /  /  /  / 

 / 
 / 

 / 

 / 

 / 
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ユーザー管理

イメージ

ディスプレーモード
さまざまな映像タイプに合わせて、いくつかのプリセット設定が用意
されています。
シネマ:ホーム シアター用。 `
明るい:PC入力に対する最大輝度。 `
フォト:写真画像の表示用に最適化されています。 `
参照:このモードは、映画監督が意図したように、画像をできるだけ `
アップにして再生することを目的としています。カラー、色温度、コ
ントラスト、γ設定はすべて標準の参照レベルに設定されます。
ユーザー:ユーザーの設定。 `
3D: 3D モードの設定を有効にするようにお勧めします。ユーザー `
が 3D で調節を行うと、新しい設定が保存され、次からはこの設定
を利用できます。

輝度
画像の輝度を調整します。

◄``  を押すと映像が暗くなります。
►``  を押すと映像が明るくなります。

コントラスト
コントラストは、画像や画像の最暗部（黒）と最明部（白）の差の度合い
を調整します。

◄``  を押すとコントラストが下がります。
►``  を押すとコントラストが上がります。

シャープネス
画像のシャープネスを調整します。

◄``  を押すとシャープネスが下がります。
►``  を押すとシャープネスが上がります。

ディスプレーモード

輝度

コントラスト

シャープネス

カラー

色合い

詳細

フォト

イメージ
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ユーザー管理
カラー
ビデオ画像を、白黒から完全飽和色まで調整します。

◄``  を押すと画像の彩度が低くなります。
►``  を押すと画像の彩度が高くなります。

色合い
赤と緑のカラーバランスを調整します。

◄``  を押すと画像の緑が強くなります。
►``  を押すと画像の赤が強くなります。[カラー]と[色合い] �

はコンポジットと
コンポーネントソ
ースでのみサポー
トされます。
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ユーザー管理

イメージ | 詳細

ノイズ リダクション
ノイズ リダクションでは、可視的なノイズインターレース信号の量が
減少します。範囲は「0」から「10」の間です。(0: オフ)

γ
これにより、γのカーブタイプを設定できます。初期セットアップと微
調整が完了したら、γ調整ステップを利用して画像出力を最適化し
ます。
映画:ホームシアター用。 `
ビデオ:ビデオまたは TV ソース用。 `
標準: 標準化された設定用。 `
グラフィック: PC/フォトソース用。 `

BrilliantColor™
新しいカラー処理アルゴリズムとエンハンスメントを利用して高い輝
度を可能にしながら、画像に真の、鮮やかなカラーを実現します。範
囲は「1」から「10」の間です。画像をより強化したい場合は、最大設定
方向に調整します。画像をよりスムーズに、より自然にしたい場合は、
最小設定方向に調整します。

DynamicBlack
ダイナミックブラックにより、プロジェクタは暗い/明るい映画のシー
ンで細部まではっきり表示できるように、ディスプレーの輝度を自動
的に最適化します。

色温度
[冷色] に設定した場合、イメージは青みがかった色合いになりま
す。(冷たいイメージ)
[暖色] に設定した場合、イメージは赤みがかった色合いになりま
す。(暖かいイメージ)

ノイズ リダクション

γ

BrilliantColor™ 

DynamicBlack

色温度

イメージ

色設定

映画

低

標準

詳細
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ユーザー管理
色設定
次のメニューで ► を押し、▲ か ▼または ◄ か ► を使ってアイテム
を選びます。

色設定

赤

緑

青

白

青緑色

マゼンタ色

黄

     リセット 

 終了

赤/緑/青/青緑色/マゼンタ色/黄 ` : ◄ または ► を使用して、色合
い、彩度およびゲイン色を選択します。

赤

色合い

 終了

彩度

ゲイン

白 ` : ◄ または ► を使用して、赤、緑および青色を選択します。

白

赤

 終了

緑

青

リセット: [ `  リセット]を選択すると工場出荷時の色調整に戻りま
す。

色空間
自動、RGB(0-255)、RGB(16-235)、YUVから適切なカラー マトリック
ス タイプを選択します。
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ユーザー管理

イメージ | 詳細  
| 信号 (VGA)

自動
信号を自動的に設定します (周波数と位相アイテムはグレー表示にな
ります)。自動が無効になっている場合、ユーザーが設定を手動で調整
し保存できるように周波数と位相アイテムが表示されます。

位相
ディスプレーの信号タイミングとグラフィックカードを同期化します。
画像が乱れたりちらついたりする場合は、この機能を使って修正し
ます。

周波数
ディスプレーデータ周波数を変更して、コンピュータのグラフィック
カード周波数に適合させます。画像が垂直方向でちらついて見える
場合のみ、この機能をお使いください。

水平位置
◄``  を押すとイメージが左に移動します。
►``  を押すとイメージが右に移動します。

垂直位置
◄``  を押すとイメージが下に移動します。
►``  を押すとイメージが上に移動します。

自動

位相

周波数

水平位置

垂直位置

イメージ

オン

   終了

詳細: 信号

[信号]は、アナログ  �
VGA (RGB) 信号
でのみサポートさ
れます。
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イメージ | 詳細 |  
信号 (ビデオ)

ホワイトレベル
ビデオ信号を入力しているとき、ホワイトレベルを調整できます。

ブラックレベル
ビデオ信号を入力しているとき、ブラックレベルを調整できます。

彩度
ビデオ画像を、白黒から完全飽和色まで調整します。

◄``  を押すと画像の色の量が減少します。
►``  を押すと画像の色の量が増加します。

色合い

赤と緑のカラーバランスを調整します。
◄``  を押すと画像の緑が強くなります。
►``  を押すと画像の赤が強くなります。

ホワイトレベル

ブラックレベル

彩度

色合い

イメージ

   終了

詳細: 信号

ソースがHDMIの �
場合、[信号]はサポ
ートされません。
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ディスプレー

フォーマット
ここで好みのアスペクト比を選択します。

4:3: このフォーマットは、4×3 入力ソース用です。 `
16:9: ワイドスクリーンテレビのために用意される高画質の `
HDTVやDVDのような 16:9 入力用です。
LBX:16:9ではないレターボックスソースを投写する場合や、外部 `
アナモルフィックレンズを使用して画像を2.35:1アスペクト比で
最大解像度により投写する場合に選択します。
ネーティブ: このフォーマットは、スケーリングなしでオリジナル `
の画像を表示します。
自動:適切なディスプレーフォーマットを自動的に選択します。 `
スーパーワイド: このモードでは、 2.35:1 ソースを拡大縮小し、 `
黒いバーを取り除くために100%の画像高に合わせています。(画
像の左側と右側が切り取られます)。

LBX モードに関する詳細情報:
一部のレターボックスフォーマット DVD には、16:9 TV のため1. 
に用意されていないものもあります。この場合、16:9 モードの
イメージは正しく表示されません。この場合、4:3 モードを使っ
て DVD を表示してみてください。コンテンツが 4:3 ではない場
合、16:9 ディスプレーの画像の周りに黒いバーが表示されます。
このタイプのコンテンツの場合、LBX モードを使って 16:9 ディ
スプレーに画像を合わせることができます。
外部アナモルフィックレンズを使用する場合、このLBXモードによ2. 
りアナモフィックワイドをサポートする2.35:1コンテンツ(アナモ
フィックDVDとHDTVフィルムソースを含む)を視聴することも可
能で、ワイド2.35:1画像では16:9ディスプレーに対して機能強化
されています。こうすれば黒いバーは表示されなくなります。ラン
プ電源と垂直方向の解像度がフル活用されます。

フォーマット

エッジマスク

ズーム

映像移動調整

垂直キーストン

3D

ディスプレー

   終了



44日本語

ユーザー管理

各 I/O には別々の[エ �
ッジマスク]の設定があ
ります。
[エッジマスク]と[ズー �
ム]は同時に機能でき
ません。

16:9 画面 480i/p 576i/p 1080i/p 720p PC
4:3 1440 x 1080 中央

16:9 1920 x 1080 中央

LBX 1920 x 1440 中央、それから表示する1920 x 1080イメージに
します

ネーティブ 画像のサイズ変更、1:1マッピング、中央揃えはされません。こ
のフォーマットは元の画像を拡大縮小なしで表示します。

自動

このフォーマットを選択すると、画面タイプは16:9  
(1920 x 1080)になります

ソースが4:3の場合、1440 x 1080に自動的にサイズ変更さ
れます

ソースが16:9の場合、1920 x 1080に自動的にサイズ変更さ
れます

ソースが16:10の場合、1920 x 1200に自動的にサイズ変更さ
れ、表示する1920 x 1080領域が切り取られます

スーパーワイド 2534 x 1426 (132% 拡大) に上げ、次に中央 1920 x 1080 画
像を表示します

エッジマスク
イメージをエッジマスクしてビデオ ソースのエッジのビデオ エンコ
ード ノイズを削除します。

ズーム
◄``  を押すとイメージのサイズが小さくなります。
►``  を押すとスクリーンに投射されたイメージが拡大します。

映像移動調整
以下のように次のメニューで ► を押し、▲ か ▼または ◄ か ► を
使ってアイテムを選びます。

映像移動調整

映像水平位置 :  ` ◄ ► を押して、投射された画像位置を水平にシ
フトします。
映像垂直位置 :  ` ▲ ▼ を押して、投射された画像位置を垂直にシ
フトします。

垂直キーストン
◄ または ►を押すと、画像の垂直の歪みが調整されより正方形に
近い画像が得られます。

映像水平位置

映像垂直位置
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[3D同期反転]機能は、 �
設定を保存しません。
電源がオンでソースを
変更するとき、[オフ]に
設定します。
��� 3D映像フォーマット
は、63ページの3D 
タイミングでのみ 
サポートされます。
[3D映像フォーマット] �
は非HDMI 1.4a 3Dタイ
ミングでのみサポート
されます。

ディスプレー | 3D 

 3D モード
DLP リンク: [DLP リンク]を選択してDLPリンク3D眼鏡の最適化 `
された設定を使用します。(17ページを参照してください)。
VESA 3D:[VESA 3D]を選択してVESA 3D眼鏡の最適化された `
設定を使用します。(17ページを参照してください)。

3D -> 2D
3D: 3D信号を表示します。 `
L (左): 3D コンテンツの左フレームを表示します。 `
R (右): 3D コンテンツの右フレームを表示します。 `

3D映像フォーマット
オフ: [オフ]を押すと、3D映像フォーマット変換が無効になりま `
す。
Side By Side: [Side By Side]フォーマットで3D信号を表示しま `
す。
Top and Bottom: [Top and Bottom]フォーマットで3D信号を表示 `
します。
Frame Sequential: [Frame Sequential]フォーマットで3D信号を `
表示します。

 3D同期反転
左右のフレームコンテンツを反転するには、[オン]を押します。 `
デフォルトのフレームコンテンツの場合、[オフ]を押します。 `

3D モード

3D -> 2D

3D同期反転

ディスプレー

DLP リンク

   終了

3D

3D

オフ

3D映像フォーマット 自動
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設定

言語

多言語対応オンスクリーンメニューをご希望の言語に設定します。サ
ブメニューの ► を押し、▲ か ▼ または ◄ か ► キーを使ってお好
みの言語を選択します。[入力する] を押すと選択が確定されます。

言語

 終了

投射方式

 `   正面-投射
これは、デフォルト設定です。画像がスクリーン上にまっすぐに投
射されます。

 `   裏面-卓上
選択されると、画像を左右逆向きに表示します。

 `   正面-天吊り
選択されると、画像を上下逆向きに表示します。

 `   裏面-天吊り
選択されると、画像を上下･左右逆向きに表示します。

裏面-卓上および裏面- �
天吊りは、透明なスクリ
ーンを使用する際に使
用できます。

言語

投射方式

メニュー位置

音声設定

セキュリティ

プロジェクター ID

設定

日本語
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メニュー位置
スクリーン上に表示されるメニューの位置を選択します。

プロジェクター ID
ID 定義をメニュー（0～99まで）で設定できます。ユーザーは RS232 
で個別のプロジェクタをコントロールできるようになります。RS 232 
の全コマンド一覧については、65～68ページを参照してください。
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設定 |  
音声設定

内蔵スピーカー
内蔵スピーカーのオン/オフを切り替えるには、[オン]または[オフ]を
選択します。

消音
[オン]を選択すると消音が有効になります。 `
[オフ]を選択すると消音が無効になります。 `

SRS
SRSオーディオ処理はオーディオ入力信号を分析し、内蔵スピーカ
ーが高音質を出せるように最適化します。

[オン]を選択するとSRSがオンになります。 `
[オフ]を選択するとSRSがオフになります。 `

音量
◄``  を押すと音量が下がります。
►``  を押すと音量が上がります。

高音
◄``  を押すと高音が下がります。
►``  を押すと高音が上がります。

低音
◄``  を押すと低音が下がります。
►``  を押すと低音が上がります。

オーディオ入力
デフォルトの音声入力は、プロジェクタの背面パネルにあります。この
オプションを使ってオーディオ入力を現在のイメージソースに適用し
直します。
デフォルト `
Audio1: VGA1 と VGA2。 `
Audio2: ビデオ。 `

内蔵スピーカー

消音

SRS

設定

オフ

   終了

音声設定

オフ

オフ

音量

高音

低音

オーディオ入力 デフォルト

[消音]機能は、内蔵お �
よび外付けスピーカ
ーの音量に影響を与
えます。

HDMIオーディオ信号 �
は、他の画像ソースに
割り当てることができ
ません。
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設定 | セキュリティ

セキュリティ
オン:[オン] を選択すると、プロジェクタの電源を入れるときにセ `
キュリティー検証を行います。
オフ:[オフ] を選択すると、パスワード検証を行うことなくプロジェ `
クタの電源を入れることができます。

セキュリティタイマー
時間（月/日/時）機能を選択して、プロジェクタの使用可能時間数を設
定します。設定した時間が経過すると、プロジェクタから再度パスワ
ードを入力するよう要求されます。

パスワード変更
はじめて設定するとき: `
[1. ]を押して、パスワードを設定します。
パスワードは4桁で設定します。2. 
リモコンの数字ボタンを押してパスワードを入力し、[3. ] キーを
押してパスワードを確認します。

パスワード変更: `  
(リモートに数字キーパッドが付いていない場合、上下矢印を使
用してパスワードのそれぞれの数字を変更し [入力する] を押し
て確認してください)
[1. ]を押して、古いパスワードを入力します。
数字ボタンを押してパスワードを入力し、[2. ] を押して確定しま
す。
リモコンの数字ボタンを使って新しいパスワード(4桁)を入力し、 3. 
[ ] を押して確定します。
もう一度新しいパスワードを入力し、[4. ] を押して確定します。

 

間違ったパスワードを3回続けて入力すると、プロジェクタは自動 `
的にシャットダウンします。
パスワードを忘れてしまった場合、お近くのサポートセンターに `
お問い合わせください。

デフォルトのパスコー �
ドは、「1234」(初回時) 
です。

セキュリティ

セキュリティタイマー

パスワード変更

設定

オフ

   終了

セキュリティ

現在のパスワードを入力してください(4桁)

間違ったセキュリティコード。再入力します。(最後の試み)



50日本語

ユーザー管理

設定 | 詳細

ロゴ
この機能を使って希望のスタートアップ画面を設定します。設定を変
更した場合、次に電源を入れたときから新しい設定が適用されます。
デフォルト: デフォルトの起動画面です。 `
ニュートラル: ロゴは起動画面に表示されません。 `
ユーザー: [ロゴキャプチャ]機能の保存画像を使用します。 `

ロゴキャプチャ
► を押すと、現在スクリーンに表示されている画像のイメージがキ
ャプチャされます。

クローズドキャプション
この機能を使って希望のスタートアップスクリーンを設定します。設
定を変更した場合、次に電源を入れたときから新しい設定が適用さ
れます。
オフ: [オフ]を選択するとクローズドキャプションがオフにな `
ります。
CC1:CC1 言語: アメリカ英語。 `
CC2:CC2言語(ユーザーのテレビチャンネルによって異なりま `
す):スペイン語、フランス語、ポルトガル語、ドイツ語、デン
マーク語。

ワイヤレス
[オン]を選択すると消音が有効になります。

ロゴ

ロゴキャプチャ

クローズドキャプション

ワイヤレス

設定

   終了

詳細

VGA1コネクタでのみ �
ワイヤレスを機能し
ます。
有線VGAとVGA1コネ �
クタを接続するとき、ワ
イヤレスをオフにしてく
ださい。オンにするとプ
ロジェクタはシャットダ
ウンします。

デフォルト

オフ

オフ

「ロゴを正常にキャプ �
チャするには、オンスク
リーン画像がプロジェ
クタのネーティブ解像
度(1080p:1920x1080)
を超えていないことを
確認してください。
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入力ソース
入力ソースを有効/無効にする際に使用します。► を押して、サブ メ
ニューに入り、必要なソースを選択します。[入力する] を押すと選択
が確定されます。プロジェクタは、有効になっている入力のみを検索
します。

ソースロック
オン: ` プロジェクタは、現在の入力接続のみを検索します。
オフ:現在の入力シグナルがない場合、プロジェクタは他のシグナ `
ルを検索します。

高度
[オン] が選択されると、ファンがより高速に回転します。この機能は、
高度が高く、空気の濃度が低い環境に便利です。

信号捜索情報隠し
オン: [オン]を選択すると、[情報メッセージ] が非表示になります。 `
オフ:[オフ] を選択すると、[検索中] のメッセージが表示されま `
す。

キーパッド ロック
キーパッド ロック機能が[オン]の場合、コントロールパネルはロ
ックされますが、プロジェクタはリモコンによって操作できま
す。[オフ]を選択すると、コントロール パネルを再び使用できる
ようになります。

テストパターン
テストパターンを表示します。グリッド、ホワイトパターン、な
しがあります。

オプション 入力ソース

ソースロック

高度

信号捜索情報隠し

キーパッド ロック

テストパターン

オプション

オフ

IR機能

オフ

オフ

オフ

なし

オフ
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IR機能
機能が[オン]になっているとき、プロジェクタをIRレシーバー設定か
らリモコンで操作できます。[オフ]を選択すると、コントロールパネル
キーを使用できるようになります。

背景色
信号が使用できないとき、この機能を使用して[黒]、[赤]、[青]、[緑]、 
[白]画面を表示します。

リセット
現在: [はい]を選択するとこのメニューのディスプレーパラメータ `
が工場出荷時設定に戻ります。
全部:[はい]を選択するとすべてのメニューのディスプレーパラメ `
ータが工場出荷時設定に戻ります。
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オプション | 
 ランプ設定

ランプ使用時間
投射時間を表示します。

ランプ警告
ランプ交換メッセージが表示されたときに、警告メッセージの表示/
非表示を設定します。 
メッセージは、推奨されるランプの交換の約30時間前から表示され
ます。

ランプモード
エコ:  ` [エコ]を選択するとプロジェクタランプの光量を減らし
て電源消費量を少なくし、寿命を延長することができます。
明るい:  ` [明るい]を選択すると明るさが増します。

ランプリセット
ランプ交換後、ランプの寿命カウンタをリセットする際に使用します。

操作中に室温が40℃ �
を超えると、プロジェ
クタはエコモードに
切り替わります。
[ランプモード]は2D �
と3Dで独立して設定
できます。

ランプ使用時間

ランプ警告

ランプモード

ランプリセット

オプション

オン

   終了

ランプ設定

明るい
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オプション | 詳細

電源探知オート パワー オン
[オン]を選択すると、電源探知オートパワーオンモードが有効になり
ます。プロジェクタは、AC電源が供給されると自動的に電源オンにな
り、プロジェクタのコントロールパネルまたはリモコンの[ ]キーを
押す必要はありません。

自動電源オフ(分)
カウントダウンタイマーの時間を設定します。カウントダウンタイマ
ーは、プロジェクタへの入力信号が途切れると、カウントダウンを開
始します。カウントダウンが終了すると、自動的にプロジェクタの電源
が切れます(単位は分です)。

スリープ タイマー(分)
カウントダウンタイマーの時間を設定します。カウントダウンタイマ
ーは、プロジェクタへの入力信号の有無に関わらず、カウントダウン
を開始します。カウントダウンが終了すると、自動的にプロジェクタの
電源が切れます(単位は分です)。

電源モード (スタンバイ)
エコ: [エコ]を選択すると、節電モードになります(<0.5W)。 `
アクティブ: [アクティブ]を選択すると、通常のスタンバイに `
なり、VGA 出力ポートが有効になります。

電源モード (スタン �
バイ)がエコ (<0.5W) 
に設定されていると
き、プロジェクタが
スタンバイに入ると 
VGA 出力と音声パ
ススルーは無効にな
ります。
スリープタイマーの �
値は、プロジェクタの
電源がオフになった
後にゼロにリセット
されます。

電源探知オート パワー オン

自動電源オフ(分)

スリープ タイマー(分)

オプション

オン

   終了

詳細

電源モード (スタンバイ) アクティブ
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付録
トラブルシューティング
プロジェクタに問題が発生した場合は、以下をご参照ください。
それでも問題が解決しない場合、最寄りの販売店またはサービ
スセンターにお問い合わせください。

画像の問題

 �スクリーンに画像が写らない
すべてのケーブルと電源が、「設置方法」の章に記載されて `
いる手順どおりに正しく接続されていることを確認してくだ
さい。
各接続ピンが曲がっていたり、壊れていないかどうか、ご確 `
認ください。
映写用ランプがしっかり取り付けられているか、チェックし `
ます。「ランプの交換」を参照してください。
レンズキャップを取り外し、プロジェクタのスイッチがオン `
になっていることを確認します。

 �画像のピントが合っていない
レンズのキャップを取り外していることを確認してくださ `
い。
プロジェクタレンズのフォーカスリングで調整してくださ `
い。 
投射画面がプロジェクタから必要な距離の間に入っているこ `
とを確認してください。(30ページを参照してください)

 �16:9 DVDを再生表示しているとき、画像が伸びる
アナモフィックDVDまたは16:9 DVDを再生しているとき、プ `
ロジェクタはプロジェクタ側で16:9フォーマットで最高の画
像を表示します。
LBXフォーマットのDVDタイトルを再生している場合、プロ `
ジェクタのOSDでLBXとしてフォーマットを変更してくださ
い。
4:3フォーマットDVDタイトルを再生している場合、プロジェ `
クタOSDで4:3としてフォーマットを変更してください。
それでも映像が伸びるときは、次の手順に従ってアスペクト `
比を 変更する必要があります:
お使いのDVDプレーヤーで、16:9 (ワイド)アスペクト比タイ `
プとして表示フォーマットをセットアップしてください。
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 �画像が小さすぎるまたは大きすぎる
プロジェクタ上部のズームレバーを調整します。 `
プロジェクタを画面に近づけたり、遠ざけたりします。 `
プロジェクタパネルの[メニュー]を押し、[ディスプレー --> フ `
ォーマット]に進みます。別の設定を試してみます。

 �画像の両側が斜めになる:
可能であれば、プロジェクタがスクリーンの中央下端に来る `
ように配置し直してください。
調整を行うには、OSDから[ディスプレー -->垂直キーストン] `
を使用します。

 �画像が反転する
OSDから[設定-->投射方式]を選択し、投射方向を調整しま `
す。

 �ぼやけた二重画像
通常の2D画像がぼやけた二重画像にならないよう、[3D映像 `
フォーマット]ボタンを押して[オフ]にしてください。

 �2つの画像、サイドバイサイドフォーマット
入力信号がHDMI 1.3 2D 1080iサイドバイサイドとなるよう `
に、[3D映像フォーマット]ボタンを押して[Side By Side]に切
り替えてください。

 �3Dで画像が表示されません
3D眼鏡のバッテリーが十分かどうか、ご確認ください。 `
3D眼鏡がオンになっているかどうか、ご確認ください。 `
入力信号がHDMI 1.3 2D (1080iサイドバイサイド)になってい `
るとき、[3D映像フォーマット]ボタンを押して[Side By Side]
に切り替えてください。
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その他の問題

 �プロジェクタがすべてのコントロールへの反応を停止します
可能であれば、プロジェクタの電源を切って電源コードを抜 `
き、20 秒待ってから電源を接続し直してください。

 �ランプが消える、またはランプから破裂音がする
ランプが寿命に近づくと、ランプはいずれ切れます。また、 `
大きな破裂音が発生することがあります。この場合、ランプ
モジュールを交換しない限り、プロジェクタの電源を入れる
ことはできません。「ランプの交換」に記載の手順に従って
ランプを交換してください。

リモコンの問題

 �リモコンが作動しない場合、次を確認してください
リモコンの操作角度が、プロジェクタのIRレシーバーから水 `
平および垂直方向に±15°以上ずれていないことを確認しま
す。
リモコンとプロジェクタとの間に障害物がないことを 確認す `
る。プロジェクタから6 m以内に移動する。
電池が正しくセットされていることを確認する。 `
古くなった電池は、新しいものと交換します。 `
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点灯  �    
消灯 

Message オン/スタンバイ 
LED

温度インジケー
タ LED

ランプ インジ
ケータ LED

（緑/黄） （赤） （赤）

スタンバイ状態
(入力コード) 黄

電源オン(ウォーミング) 緑に 
点滅

ランプ点灯 緑

電源オフ(冷却) 緑に 
点滅

エラー（過熱） 黄で 
点滅する

エラー（ファントラブ
ル）

黄で 
点滅する 点滅

エラー（ランプトラブ
ル）

黄で 
点滅する

＊ オン/スタンバイLEDはOSDが表示されるとオンになり、OSDが消えるとオフになります。

LED 点灯メッセージ
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パワーオフ: �

電源オフ?

電源キーを再び押す。

ランプ警告: �

ランプ警告

ランプの寿命が過ぎています。

温度警告: �

注意事項:
1. 空気の流入と流出が妨げられていないことを確認してください
2. 環境温度が45℃以下であることを確認してください

上を確認しても問題が解決しない場合、
修理については、サービスセンターにお問い合せください。

警告! 温度が高すぎます

ファンのトラブル: �

警告! ファンがロックされてます

プロジェクタは自動的にスイッチがオフになります。

修理については、サービスセンターにお問い合せください。

表示範囲外: �

範囲外です

オンスクリーン メッセージ
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プロジェクタはランプの寿命を自動的に検出します。ランプの寿
命に近づいている場合、警告メッセージが表示されます。

ランプ警告

ランプの寿命が過ぎています。

このメッセージが表示されたら、できる限り速やかに最寄りの販売店ま
たはサービスセンターに連絡して、ランプを交換してください。ただし、ラ
ンプを交換する前に、プロジェクタが十分に放熱するまで約 30 分お待
ちください。

 警告: 天上から吊り下げる場合、ランプ アクセス パネルを開け
るときは注意してください。天井から吊り下げている状態で電
球を交換する場合、安全メガネを着用することをお勧めします。
「プロジェクタからゆるんだ部品が落下しないように、注意を払
う必要があります」。

 警告: ランプコンパートメントは熱くなっています! 放熱を待ち、 
ランプが十分に冷めてから交換してください!

 警告:怪我を防止するため、ランプを落下させたり、ランプのバ
ルブに触れることのないようご注意ください。バルブが落下する
と粉々に砕けて飛び散り、怪我をする恐れがあります。

ランプの交換



61 日本語

付録

ランプ交換手順 :
1. [ ]ボタンを押してプロジェクタの電源を切ります。
2. ランプが十分に冷めるまで約30分間お待ちください。
3. 電源コードを外します。
4. カバーの上に付いた2つのネジをゆるめます。1
5. カバーを持ち上げて、取り外します。2
6. ランプ モジュールの上に付いた2つのネジをゆるめます。3
7. ランプ ハンドルを持ち上げて、ランプ モジュールをゆっくりと注意深く移動しま
す。4

ランプモジュールを交換し、上記の手順を逆に繰り返します。
8.  ランプモジュールを交換したら、プロジェクタの電源を入れ[ランプリセット]を
オンにします。

ランプリセット:  (i)[メニュー]を押し (ii)[オプション]を選択し (iii)[ランプ設定]を 
選択し (iv)[ランプリセット]を選択し  (v)[はい]を選択します。

ランプ カバーとランプ �
に付いたネジを外すこ
とはできません。 
プロジェクタにランプ  �
カバーが戻されなかっ
た場合、プロジェクタは
動作しません。
ランプのガラス部分に �
は、触れないようにして
くださi.手の油分が付
着すると、ランプが破裂
する恐れがあります。誤
ってガラス部分に触れ
てしまった場合は、乾
いた布を使ってランプ
モジュールを拭いてく
ださい。

1

2

3
4
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コンピュータ/ビデオ/HDMI/Mac 互換 �

互換モード

(*1) 1920 x1200 @  �
60HzはRB (レデュー
スドブランキング)ノ
ミをサポートします。
(*2) True 3Dプロジ �
ェクタ用の3Dタイミ
ング。
(*3)は、Mac用の �
HDMI入力信号をサ
ポートしていません。
120Hz入力信号は、 �
サポートされるグラ
フィックスカードに依
存します。

信号 解像度
リフレッシュ速
度 (Hz)

ビデオ アナログ HDMI Mac

NTSC 720 x 480 60 O - - -

PAL/SECAM 720 x 576 50 O - - -

VGA

640 x 480 60 - O O O

640 x 480 67 - O - -

640 x 480 72.8 - O - O

640 x 480 85 - O - O

SVGA

800 x 600 56.3 - O - -

800 x 600 60.3 (*2) - O O O

800 x 600 72.2 - O O O

800 x 600 85.1 - O O O

800 x 600 120 (*2) - O O -

XGA

1024 x 768 60 (*2) - O O O

1024 x 768 70.1 - O O O

1024 x 768 75 - O O O

1024 x 768 85 - O O O

1024 x 768 120 (*2) - O O -

HDTV (720p)

1280 x 720 50 O O O -

1280 x 720 60 O O O O

1280 x 720 120 (*2) - O O -

WXGA

1280 x 768 60 - O O O (*3)

1280 x 768 75 - O O O

1280 x 768 85 - O O O (*3)

1280 x 800 60 - O O O

1366 x 768 60 - O O O

WXGA+ 1440 x 900 60 - O - O (*3)

SXGA

1280 x 1024 60 - O O O

1280 x 1024 75 - O O O

1280 x 1024 85 - O O -

SXGA+ 1400 x 1050 60 - O O -

UXGA 1600 x1200 60 - O O -

HDTV (1080p)

1920 x 1080 24 O O O -

1920 x 1080 30 - - O -

1920 x 1080 50 O O O -

1920 x 1080 60 O O O O

HDTV (1080i)
1920 x 1080 50 O - O -

1920 x 1080 60 O - O -

WUXGA 1920 x 1200 60 (*1) - O O O
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信号 解像度
リフレッシュ速
度 (Hz)

ビデオ アナログ HDMI Mac

SDTV (576i) 768 x 576 50 O - O -

SDTV (576p) 768 x 576 50 O - O -

SDTV (480i) 640 x 480 60 O - O -

SDTV (480p) 640 x 480 60 O - O -

3D 入力ビデオ互換 �

入力解像度

HDMI 1.4a 3D 
入力

入力タイミング

1280 x 720p @ 50Hz 最上部から底部まで

1280 x 720p @ 60Hz 最上部から底部まで

1280 x 720p @ 50Hz フレームパッキング

1280 x 720p @ 60Hz フレームパッキング

1920 x 1080i @ 50 Hz サイドバイサイド(ハーフ)

1920 x 1080i @ 60 Hz サイドバイサイド(ハーフ)

1920 x 1080p @ 24 Hz 最上部から底部まで

1920 x 1080p @ 24 Hz フレームパッキング

HDMI 1.3 3D コ
ンテンツ

1920 x 1080i @ 50Hz

サイドバイサイド 
(ハーフ)

3D映像フォーマットが
[Side By Side]の間

1920 x 1080i @ 60Hz

1280 x 720p @ 50Hz

1280 x 720p @ 60Hz

1920 x 1080i @ 50Hz

最上部から底
部まで

3D映像フォーマットが
[Top and Bottom]にな

っている間

1920 x 1080i @ 60Hz

1280 x 720p @ 50Hz

1280 x 720p @ 60Hz

480i HQFS
3D映像フォーマットが 

[Frame Sequential]
の間
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RS232ピン割り当て

Pin 番号 仕様  
(プロジェクタ側から)

1 該等なし

2 RXD

3 TXD

4 該等なし

5 GND

6 該等なし

7 該等なし

8 該等なし

9 該等なし

12345

6789

RS232 コマンドとプロトコル機能リスト
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RS232プロトコル機能リスト

ボーレート： 9600
データビット： 8
パリティ： なし
停止ビット： 1
フロー制御： なし
UART16550 FIFO ： 無効
プロジェクタ復帰（パス） ： P
プロジェクタ復帰（失敗） ： F

すべてのASCIIコマ �
ンドの後には<CR>
が付きます。
0Dは、ASCIIコード �
での<CR>に対する
HEXコードです。

XX=00-99、プロジェクタのID、
XX=00 はすべてのプロジェクタ向けです

Optoma HD25/HD25LV Command Table. 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Baud Rate : 9600              Note : There is a <CR> after all ASCII commands
Data Bits: 8              0D is the HEX code for <CR> in ASCII code
Parity: None
Stop Bits: 1
Flow Control : None
UART16550 FIFO: Disable
Projector Return (Pass): P                 
Projector Return (Fail): F                 XX=01 99, projector's ID, XX=00 is for all projectors
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
SEND to projector                  
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
232 ASCII Code HEX Code Function Description
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX00 1 7E 30 30 30 30 20 31 0D Power ON
~XX00 0 7E 30 30 30 30 20 30 0D Power OFF (0/2 for backward compatible)
~XX00 1 ~nnnn 7E 30 30 30 30 20 31 20 a 0D Power ON with Password ~nnnn = ~0000 (a=7E 30 30 30 30)

~9999 (a=7E 39 39 39 39)
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX01 1 7E 30 30 30 31 20 31 0D Resync
~XX02 1 7E 30 30 30 32 20 31 0D AV Mute On
~XX02 0 7E 30 30 30 32 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)
~XX03 1 7E 30 30 30 33 20 31 0D Mute On
~XX03 0 7E 30 30 30 33 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)
~XX04 1 7E 30 30 30 34 20 31 0D Freeze
~XX04 0 7E 30 30 30 34 20 30 0D Unfreeze                                          (0/2 for backward compatible)
~XX05 1 7E 30 30 30 35 20 31 0D Zoom Plus
~XX06 1 7E 30 30 30 36 20 31 0D Zoom Minus
~XX12 1 7E 30 30 31 32 20 31 0D Direct Source Commands HDMI1 
~XX12 15 7E 30 30 31 32 20 31 35 0D HDMI2
~XX12 5 7E 30 30 31 32 20 35 0D VGA1
~XX12 6 7E 30 30 31 32 20 36 0D VGA 2 
~XX12 10 7E 30 30 31 32 20 31 30 0D Video
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX20 1 7E 30 30 32 30 20 31 0D Display Mode Cinema
~XX20 4 7E 30 30 32 30 20 34 0D Reference
~XX20 3 7E 30 30 32 30 20 33 0D Photo
~XX20 2 7E 30 30 32 30 20 32 0D Bright
~XX20 9 7E 30 30 32 30 20 39 0D 3D
~XX20 5 7E 30 30 32 30 20 35 0D User
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX21 n 7E 30 30 32 31 20  a 0D Brightness n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX22 n 7E 30 30 32 32 20  a 0D Contrast n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX23 n 7E 30 30 32 33 20  a 0D Sharpness n = 1 (a=31) ~ 15  (a=31 35)
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX24 n 7E 30 30 32 34 20 a 0D Color Settings/White Red n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX25 n 7E 30 30 32 35 20 a 0D Green n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX26 n 7E 30 30 32 36 20 a 0D Blue n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX33 1 7E 30 30 33 33 20 31 0D Reset
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX34 n 7E 30 30 33 34 20 a 0D BrilliantColorTM n = 1 (a=30) ~ 10 (a=31 30)
~XX191 0 7E 30 30 31 39 31 20 30 0D Dynamic Black Off
~XX191 1 7E 30 30 31 39 31 20 31 0D Low
~XX191 2 7E 30 30 31 39 31 20 32 0D High                         
~XX35 1 7E 30 30 33 35 20 31 0D Gamma Film
~XX35 2 7E 30 30 33 35 20 32 0D Video
~XX35 3 7E 30 30 33 35 20 33 0D Graphics
~XX35 4 7E 30 30 33 35 20 34 0D Standard
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX36 1 7E 30 30 33 36 20 31 0D Color Temp. Warm
~XX36 2 7E 30 30 33 36 20 32 0D Medium
~XX36 3 7E 30 30 33 36 20 33 0D Cold
~XX37 1 7E 30 30 33 37 20 31 0D Color Space Auto
~XX37 2 7E 30 30 33 37 20 32 0D RGB\ RGB(0-255)
~XX37 3 7E 30 30 33 37 20 33 0D YUV
~XX37 4 7E 30 30 33 37 20 34 0D RGB(16 - 235)
~XX73 n 7E 30 30 37 33 20 a 0D Signal Frequency n = -5 (a=2D 35) ~ 5 (a=35) By signal
~XX91 n 7E 30 30 39 31 20 a 0D Automatic n = 0 disable; n = 1 enable
~XX74 n 7E 30 30 37 34 20 a 0D Phase n = 0 (a=30) ~ 31 (a=33 31)  By signal
~XX75 n 7E 30 30 37 35 20 a 0D H. Position n = -5 (a=2D 35) ~ 5 (a=35) By timing
~XX76 n 7E 30 30 37 36 20 a 0D V. Position n = -5 (a=2D 35) ~ 5 (a=35) By timing
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

1
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX200 n 7E 30 30 32 30 30 20 a 0D White Level n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX201 n 7E 30 30 32 30 31 20 a 0D Black Level n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX202 n 7E 30 30 32 30 32 20 a 0D Saturation n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX203 n 7E 30 30 32 30 33 20 a 0D Hue n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX45 n 7E 30 30 34 34 20  a 0D Color (Saturation) n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
~XX44 n 7E 30 30 34 35 20  a 0D Tint n = -50 (a=2D 35 30) ~ 50 (a=35 30)
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX60 1 7E 30 30 36 30 20 31 0D Format 4:3
~XX60 2 7E 30 30 36 30 20 32 0D 16:9
~XX60 5 7E 30 30 36 30 20 35 0D LBX
~XX60 6 7E 30 30 36 30 20 36 0D Native
~XX60 7 7E 30 30 36 30 20 37 0D Auto
~XX60 9 7E 30 30 36 30 20 39 0D Superwide
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX61 n 7E 30 30 36 31 20 a 0D Edge mask n = 0 (a=30) ~ 10 (a=31 30)
~XX62 n 7E 30 30 36 32 20 a 0D Zoom n = -5 (a=30) ~ 25 (a=32 35) 
~XX63 n 7E 30 30 36 33 20 a 0D H Image Shift n = -100 (a=2D  31 30 30) ~ 100 (a=31 30 30)
~XX64 n 7E 30 30 36 34 20 a 0D V Image Shift n = -100 (a=2D  31 30 30) ~ 100 (a=31 30 30)
~XX66 n 7E 30 30 36 36 20 a 0D V Keystone n = -40 (a=2D 34 30) ~ 40 (a=34 30)
~XX230 1 7E 30 30 32 33 30 20 31 0D 3D Mode DLP-Link
~XX230 3 7E 30 30 32 33 30 20 31 0D 3D Mode IR
~XX400 0 7E 30 30 34 30 30 20 30 0D 3D 2D 3D
~XX400 1 7E 30 30 34 30 30 20 31 0D L
~XX400 2 7E 30 30 34 30 30 20 32 0D R
~XX405 0 7E 30 30 34 30 35 20 30 0D 3D Format Auto
~XX405 1 7E 30 30 34 30 35 20 31 0D SBS
~XX405 2 7E 30 30 34 30 35 20 32 0D Top and Bottom
~XX405 3 7E 30 30 34 30 35 20 33 0D Frame sequential
~XX231 0 7E 30 30 32 33 31 20 30 0D 3D Sync Invert On
~XX231 1 7E 30 30 32 33 31 20 31 0D 3D Sync Invert Off
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX70 1 7E 30 30 37 30 20 31 0D Language English 
~XX70 2 7E 30 30 37 30 20 32 0D German 
~XX70 3 7E 30 30 37 30 20 33 0D French 
~XX70 4 7E 30 30 37 30 20 34 0D Italian 
~XX70 5 7E 30 30 37 30 20 35 0D Spanish 
~XX70 6 7E 30 30 37 30 20 36 0D Portuguese 
~XX70 7 7E 30 30 37 30 20 37 0D Polish 
~XX70 8 7E 30 30 37 30 20 38 0D Dutch 
~XX70 9 7E 30 30 37 30 20 39 0D Swedish
~XX70 10 7E 30 30 37 30 20 31 30 0D Norwegian/Danish
~XX70 11 7E 30 30 37 30 20 31 31 0D Finnish 
~XX70 12 7E 30 30 37 30 20 31 32 0D Greek 
~XX70 13 7E 30 30 37 30 20 31 33 0D Traditional Chinese 
~XX70 14 7E 30 30 37 30 20 31 34 0D Simplified Chinese 
~XX70 15 7E 30 30 37 30 20 31 35 0D Japanese 
~XX70 16 7E 30 30 37 30 20 31 36 0D Korean 
~XX70 17 7E 30 30 37 30 20 31 37 0D Russian 
~XX70 18 7E 30 30 37 30 20 31 38 0D Hungarian
~XX70 19 7E 30 30 37 30 20 31 39 0D Czechoslovak
~XX70 20 7E 30 30 37 30 20 32 30 0D Arabic
~XX70 21 7E 30 30 37 30 20 32 31 0D Thai
~XX70 22 7E 30 30 37 30 20 32 32 0D Turkish
~XX70 23 7E 30 30 37 30 20 32 33 0D Farsi
~XX70 25 7E 30 30 37 30 20 32 33 0D Vietnamese
~XX70 26 7E 30 30 37 30 20 32 33 0D Indonesian
~XX70 27 7E 30 30 37 30 20 32 33 0D Romanian
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX71 1 7E 30 30 37 31 20 31 0D Projection Front-Desktop
~XX71 2 7E 30 30 37 31 20 32 0D Rear-Desktop
~XX71 3 7E 30 30 37 31 20 33 0D Front-Ceiling
~XX71 4 7E 30 30 37 31 20 34 0D Rear-Ceiling
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX72 1 7E 30 30 37 32 20 31 0D Menu Location Top Left
~XX72 2 7E 30 30 37 32 20 32 0D Top Right
~XX72 3 7E 30 30 37 32 20 33 0D Centre
~XX72 4 7E 30 30 37 32 20 34 0D Bottom Left
~XX72 5 7E 30 30 37 32 20 35 0D Bottom Right
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX77 n 7E 30 30 37 37 20 aabbcc 0D Security Security Timer Month/Day/Hour n = mm/dd/hh

mm = 00 (aa=30 30) ~ 12 (aa=31 32) 
dd = 00 (bb=30 30) ~ 30 (bb=33 30) 
hh = 00 (cc=30 30) ~ 24 (cc=32 34)

~XX78 1 7E 30 30 37 38 20 31 0D Security Settings Enable  
~XX78 0 7E 30 30 37 38 20 32 0D Disable(0/2 for backward compatible)  
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX79 n 7E 30 30 37 39 20 a 0D Projector ID n = 00 (a=30 30) ~ 99 (a=39 39)
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX80 1 7E 30 30 38 30 20 31 0D Mute On 
~XX80 0 7E 30 30 38 30 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)
~XX310 0 7E 30 33 31 30 20 30 0D Internal Speaker Off
~XX310 1 7E 30 33 31 30 20 31 0D On
~XX81 n 7E 30 30 38 31 20 a 0D Volume(Audio) n = 0 (a=30) ~ 10 (a=31 30)
~XX94 0 7E 30 30 39 34 20 30 0D SRS Off                                             
~XX94 1 7E 30 30 39 34 20 31 0D On
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX95 n 7E 30 30 39 35 20 a 0D Treble n = 0 (a=30) ~ 10 (a=31 30)
~XX96 n 7E 30 30 39 36 20 a 0D Bass n = 0 (a=30) ~ 10 (a=31 30)
~XX89 0 7E 30 30 38 39 20 30 0D Audio Input Default                                                                           
~XX89 1 7E 30 30 38 39 20 31 0D Audio1
~XX89 3 7E 30 30 38 39 20 33 0D Audio2
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX82 1 7E 30 30 38 32 20 31 0D Logo Default
~XX82 2 7E 30 30 38 32 20 32 0D User
~XX82 3 7E 30 30 38 32 20 33 0D Neutral
~XX83 1 7E 30 30 38 33 20 31 0D Logo Capture
~XX88 0 7E 30 30 38 38 20 30 0D Closed Captioning Off 
~XX88 1 7E 30 30 38 38 20 31 0D cc1
~XX88 2 7E 30 30 38 38 20 32 0D cc2
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX100 1 7E 30 30 31 30 30 20 31 0D Source Lock On  
~XX100 0 7E 30 30 31 30 30 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)
~XX101 1 7E 30 30 31 30 31 20 31 0D High Altitude On  
~XX101 0 7E 30 30 31 30 31 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)  
~XX102 1 7E 30 30 31 30 32 20 31 0D Information Hide On  
~XX102 0 7E 30 30 31 30 32 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)  
~XX103 1 7E 30 30 31 30 33 20 31 0D Keypad Lock On                           
~XX103 0 7E 30 30 31 30 33 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)      
~XX195 0 7E 30 30 31 39 35 20 30 0D Test Pattern None
~XX195 1 7E 30 30 31 39 35 20 31 0D Grid
~XX195 2 7E 30 30 31 39 35 20 32 0D White Pattern 
~XX11   0 7E 30 30 31 31 20 30 0D IR Function Off
~XX11   1 7E 30 30 31 31 20 31 0D On 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX104 1 7E 30 30 31 30 34 20 31 0D Background Color         Blue   
~XX104 2 7E 30 30 31 30 34 20 32 0D                                           Black
~XX104 3 7E 30 30 31 30 34 20 33 0D                                           Red
~XX104 4 7E 30 30 31 30 34 20 34 0D                                           Green
~XX104 5 7E 30 30 31 30 34 20 35 0D                                           White
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX105 1 7E 30 30 31 30 35 20 31 0D Advanced                         Direct Power On On  
~XX105 0 7E 30 30 31 30 35 20 30 0D Off (0/2 for backward compatible)
~XX106 n 7E 30 30 31 30 36 20 a 0D                                           Auto Power Off (min)  n = 0 (a=30) ~ 180 (a=31 38 30) 

(5 minutes for each step).
~XX107 n 7E 30 30 31 30 37 20 a 0D Sleep Timer (min)  n = 0 (a=30) ~ 995 (a=39 39 30) 
 (30 minutes for each step).
~XX114 1 7E 30 30 31 31 34 20 31 0D Power Mode(Standby) Eco.(<=0.5W)
~XX114 0 7E 30 30 31 31 34 20 30 0D Active (0/2 for backward compatible)
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX109 1 7E 30 30 31 30 39 20 31 0D Lamp Reminder On  
~XX109 0 7E 30 30 31 30 39 20 30 0D  Off (0/2 for backward compatible)  
~XX110 1 7E 30 30 31 31 30 20 31 0D Lamp Mode Bright  
~XX110 2 7E 30 30 31 31 30 20 32 0D  Eco
~XX111 1 7E 30 30 31 31 31 20 31 0D Lamp Reset Yes  
~XX111 0 7E 30 30 31 31 31 20 30 0D No (0/2 for backward compatible) 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX112 1 7E 30 30 31 31 32 20 31 0D Reset all  Yes  
~XX112 2 7E 30 30 31 31 32 20 32 0D  Cancel
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX99 1 7E 30 30 39 39 20 31 0D RS232 Alert Reset Reset  System Alert         (MCU)         
~XX210 n 7E 30 30 32 30 30 20 n 0D         Display message on the OSD                                                   n: 1-30 characters
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
SEND to emulate Remote
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX140 10 7E 30 30 31 34 30 20 31 30 0D  Up
~XX140 11 7E 30 30 31 34 30 20 31 31 0D  Left
~XX140 12 7E 30 30 31 34 30 20 31 32 0D  Enter (for projection MENU)
~XX140 13 7E 30 30 31 34 30 20 31 33 0D  Right
~XX140 14 7E 30 30 31 34 30 20 31 34 0D  Down
~XX140 15 7E 30 30 31 34 30 20 31 35 0D  Keystone +
~XX140 16 7E 30 30 31 34 30 20 31 36 0D  Keystone –
~XX140 17 7E 30 30 31 34 30 20 31 37 0D  Volume –
~XX140 18 7E 30 30 31 34 30 20 31 38 0D  Volume +
~XX140 19 7E 30 30 31 34 30 20 31 39 0D  Brightness
~XX140 20 7E 30 30 31 34 30 20 32 30 0D  Menu
~XX140 21 7E 30 30 31 34 30 20 32 31 0D  Zoom
~XX140 28 7E 30 30 31 34 30 20 32 38 0D  Contrast
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
SEND from projector automatically
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
232 ASCII Code HEX Code Function Projector Return Description
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

System status INFOn n : 0/1/2/3/4/6/7/8 = Standby/Warming/Cooling/Out of Range/
Lamp fail/Fan Lock/Over Temperature/Lamp Hours Running Out

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
READ from projector
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
232 ASCII Code HEX Code Function Projector Return Description
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
~XX121 1 7E 30 30 31 32 31 20 31 0D Input Source Commands OKn n : n: 0/1/2/3/4/5 = None/VGA1/VGA2/Video/HDMI1/HDMI2
~XX122 1 7E 30 30 31 32 32 20 31 0D Software Version OKdddd dddd: FW version
~XX123 1 7E 30 30 31 32 33 20 31 0D Display Mode OKn n : 0/1/2/3/4/5/6= None/Cinema/Reference/Photo/Bright/3D/User
~XX124 1 7E 30 30 31 32 34 20 31 0D Power State OKn n : 0/1 = Off/On   
~XX125 1 7E 30 30 31 32 35 20 31 0D Brightness OKn
~XX126 1 7E 30 30 31 32 36 20 31 0D Contrast OKn
~XX127 1 7E 30 30 31 32 37 20 31 0D Aspect Ratio OKn       n: 0/1/2/3/4 = 4:3/16:9/LBX/Native/AUTO
~XX128 1 7E 30 30 31 32 38 20 31 0D Color Temperature OKn n : 0/1/2 = Warm/Medium/Cold
~XX129 1 7E 30 30 31 32 39 20 31 0D Projection Mode OKn n : 0/1/2/3 = Front-Desktop/Rear-Desktop/Front-Ceiling/Rear-Ceiling
~XX150 1 7E 30 30 31 35 30 20 31 0D Information OKabbbbccdddde

a : 0/1 = Off/On   
bbbb: LampHour    
cc: source       n: 00/01/02/03/04/05 = 

None/VGA1/VGA2/Video/HDMI1/HDMI2/
dddd: FW version
e : Display mode 0/1/2/3/4/5/6
                            None/Cinema/Reference/Photo/Bright/3D/User

~XX151 1 7E 30 30 31 35 31 20 31 0D Model name OKn n:1=HD25; n: 2=HD25LV
~XX108 1 7E 30 30 31 30 38 20 31 0D Lamp Hours OKbbbb bbbb: LampHour
~XX108 2 7E 30 30 31 30 38 20 31 0D Cumulative Lamp Hours OKbbbbb bbbbb: (5 digits) Total Lamp Hours
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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プロジェクタを正しく取 �
り付けていないことが
原因で発生した損傷に
関しましては、保証は無
効になります。予めご了
承ください。

天井への取り付け
プロジェクタの損傷を防ぐため、必ずOptoma の天吊り用パッケー1. 
ジを使用して取り付けてください。
他社製の天吊りキットをご利用になる場合は、プロジェクタを取り2. 
付けるネジが以下の仕様に適合していることを必ず確認してくだ
さ い:
ネジの種類: M3*3 `
最大ネジ長 :10mm `
最小ネジ長 :7.5mm `

警告 : 
1. 他社製の天吊りキットを
お求めになる場合、必ず
ネジのサイズが正しいこ
とをご確認ください。ネジ
のサイズは、天吊りプレ
ートの厚みによって異な
ります。

2. プロジェクタの底部と天
井の間には、少なくとも 
10 cm の隙間が開くよう
にします。

3. プロジェクタは、熱源の
近くに設置しないで下
さい。
本体破損の原因となりますので、
ねじの締付けは0.58N･m以上の
締付けトルクで行わないでください。

また、電動ドライバー、インパクト
ドライバーを使用しないでください。 
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Optoma社グローバルオフィス

アメリカ
3178 Laurelview Ct.
Fremont, CA 94538, USA
www.optomausa.com

カナダ
2420 Meadowpine Blvd., Suite #105
Mississauga, ON, L5N 6S2, Canada
www.optoma.ca

中南米及びメキシコ
3178 Laurelview Ct.
Fremont, CA 94538, USA
www.optomausa.com

ヨーロッパ
42 Caxton Way, The Watford 
Business Park Watford, 
Hertfordshire, WD18 8QZ, UK
www.optoma.eu
サービスダイヤル: +44 (0)1923 
691865

ベネルクスBV
Randstad 22-123
1316 BW Almere
The Netherlands
www.optoma.nl

フランス
Bâtiment E
81-83 avenue Edouard Vaillant 
92100 Boulogne Billancourt, France

スペイン
C/ José Hierro,36 Of. 1C 28522 
Rivas VaciaMadrid,
スペイン

サービスやサポートにつきましては、現地オフィスにお問い合わせくだ
さい。

888-289-6786
510-897-8601
services@optoma.com

888-289-6786
510-897-8601
services@optoma.com

888-289-6786
510-897-8601
services@optoma.com

+44 (0) 1923 691 800
+44 (0) 1923 691 888
service@tsc-europe.com

+31 (0) 36 820 0253
+31 (0) 36 548 9052

+33 1 41 46 12 20
+33 1 41 46 94 35
savoptoma@optoma.fr

+34 91 499 06 06
+34 91 670 08 32
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ドイツ
Wiesenstrasse 21 W
D40549 Düsseldorf,
Germany

スカンディナビア
Lerpeveien 25
3040 Drammen
ノルウェー

PO.BOX 9515
3038 Drammen
ノルウェー

韓国
WOOMI TECH.CO.,LTD.
4F, Minu Bldg. 33-14, Kangnam-Ku, 
seoul,135-815, KOREA

日本
東京都足立区綾瀬3-25-18
株式会社オーエス
サポートセンター

台湾
12F., No.215,Sec. 3, Beixin Rd.,
Xindian Dist., New Taipei City 231,
Taiwan, R.O.C.
www.optoma.com.tw

香港
Unit A, 27/F Dragon Centre,
79 Wing Hong Street,
Cheung Sha Wan,
Kowloon, Hong Kong

中国
5F, No. 1205, Kaixuan Rd.,
Changning District
Shanghai, 200052, China

+49 (0) 211 506 6670
+49 (0) 211 506 66799
info@optoma.de

+47 32 98 89 90
+47 32 98 89 99
info@optoma.no

+82+2+34430004
+82+2+34430005

0120-380-495
0120-380-496
info@os-worldwide.com
https://www.os-worldwide.com

+886-2-8911-8600
+886-2-8911-6590
services@optoma.com.tw
asia.optoma.com

+852-2396-8968
+852-2370-1222
www.optoma.com.hk

+86-21-62947376
+86-21-62947375
www.optoma.com.cn
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規制と安全に関する通知
当付録はプロジェクタ総則の一覧です。

FCC通告
本装置は、FCC基準パート15に準ずるClass Bのデジタル電子機器の制限事項に
準拠しています。これらの制限は、居住地において有害な干渉からの適切な保護
を提供するために設定されております。本装置は高周波エネルギーを生成し使用
しています。また、高周波エネルギーを放射する可能性があるため、指示に従って
正しく設置しなかった場合は、無線通信に障害を及ぼす可能性があります。

しかし、干渉が個々の設置において発生しないと保証することはできません。本
装置の電源を切ったり入れたりすることにより、本装置がラジオやテレビ受信に
有害な干渉をもたらしていることが確認できる場合は、下記の手順で改善を試み
てください:
受信アンテナの再設定又は移動。 �
本装置と受信機の距離を離す。 �
受信機の接続とは異なる回路のコンセントを本装置へ接続。 �
販売代理店又は資格のある無線/テレビ技術者へのお問い合わせ。 �

注意:シールドケーブル
その他コンピューターデバイスへの全ての接続は、FCC規則を遵守するために、
シールドケーブルを必ず使用して行ってください。

注意事項
本装置に対しメーカーが明確に認定していない変更や修正を加えると、連邦通信
委員会で許可されているユーザー権限が無効になることがあります。

運転状況
本装置は、FCC15章に準拠しています。運転は、以下の2つの状況を前提とします:
本装置は、有害な干渉を引き起こしてはならない。1. 
本装置は、不要な作動を引き起こす恐れのある干渉を含む干渉受信を許容2. 
する。

注意:カナダにお住まいのユーザーへ
当クラスBデジタル機器は、カナダICES-003に準拠しています。

Remarque à l’intention des utilisateurs canadiens
Cet appareil numerique de la classe B est conforme a la norme NMB-003 du 
Canada.
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EU諸国への適合宣言
EMC 指令2004/108/EC (修正案を含む)  y
低電圧指令2006/95/EC  y
R & TTE指令1999/5/EC (製品にRF機能が搭載されている場合) y

当機器を処分する際、電子装置はゴミ箱に捨てないでく
ださい。汚染を最小限に抑え、最大限グローバルな環境
を保護するために、リサイクルください。

廃棄物についての指示
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商標

DLP は Texas Instruments の商標です。• 
IBMは、International Business Machines Corporationの商• 
標または登録商標です。
Macintosh、Mac OS X、iMac、PowerBookは米国およびその• 
他の国で登録された、Apple Inc.の商標です。
Microsoft、Windows、Windows Vista、Internet • 
Explorer、PowerPointは米国およびその他の国における
Microsoft Corporationの登録商標または商標です。
HDMI、HDMI LogoおよびHigh-Definition Multimedia • 
InterfaceはHDMI Licensing LLCの商標または登録商標で
す。
SRS,haSRS Labs, Incの商標です。WOW HD技術は、SRS • 
Labs, Incからライセンス供与されて組み込まれています。
WOW HD™はオーディオの再生品質を大幅に向上して、ダ• 
イナミック3Dエンタテインメントに細部にまで明晰な深くて、
豊かな低音と高い周波数を提供します。
このユーザーズマニュアルに記載されたその他の製品と会• 
社名は、それぞれの所有者の商標または登録商標の可能性
があります。
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